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「桐生市第六次総合計画 後期基本計画」の策定と
「第２期桐生市まち・ひと・しごと創生総合戦略」の改定 … ４

事業者を応援します … ６

きりゅう暮らし応援事業 … 10

今月の表紙

空を見上げると、梅林にメジ
ロがとまっていました。皆さ
んも、とっておきの春を見つ
けに、出かけてみませんか。

春の訪れを告げる、
南公園で。
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令和６年度 市政運営方針令和６年度 市政運営方針
　特に重点を置いて取り組む施策と、主な取り組みについて、

「前進」「創造」「挑戦」のキーワードに沿ってお知らせします。
問い合わせ問い合わせ＝企画課企画戦略担当（☎内線 524）

桐生市長　荒木 恵司桐生市長　荒木 恵司

イ
ン
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3 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）

令和６年度の当初予算をお知らせします。　問い合わせ＝財政課財政担当（☎内線 526）

“桐生の宝”磨き上げ予算“桐生の宝”磨き上げ予算

一般会計一般会計
499 億 7,000 万円499 億 7,000 万円

（前年度比 9.3 パーセントの増加）（前年度比 9.3 パーセントの増加）

　歳入の「市税」では、定額減税の影響により、令和 5 年度に比べ約 3 億 6,000
万円の減少を見込んでいます。
　歳出では、市役所の新本庁舎建設工事などを実施することにより、「総務費」
が令和 5 年度に比べ約 20 億 6,000 万円の増加となりました。

市税（24.8％）市税（24.8％）
123 億 6,520 万 8 千円123 億 6,520 万 8 千円

地方交付税（20.2％）地方交付税（20.2％）
101 億101 億円円

繰入金（6.6％）繰入金（6.6％）
32 億 8,187 万 3 千円32 億 8,187 万 3 千円

国庫支出金（12.7％）国庫支出金（12.7％）
63 億 5,285 万 5 千円63 億 5,285 万 5 千円

市債（12.2％）市債（12.2％）
60 億 9,090 万円60 億 9,090 万円

県支出金（7.1％）県支出金（7.1％）
35 億 3,658 万円35 億 3,658 万円

諸収入（5.4％）諸収入（5.4％）
27 億 130 万 2 千円27 億 130 万 2 千円

地方消費税交付金（5.0％）地方消費税交付金（5.0％）
25 億円25 億円

その他（6.0％）その他（6.0％）
30 億 4,128 万 2 千円30 億 4,128 万 2 千円

民生費（35.9％）民生費（35.9％）
179 億 2,986 万 9 千円179 億 2,986 万 9 千円

教育費（13.0％）教育費（13.0％）
65 億 974 万円65 億 974 万円

土木費（10.2％）土木費（10.2％）
50 億 7,748 万４千円50 億 7,748 万４千円

公債費（6.9％）公債費（6.9％）
34 億 6,539 万 8 千円34 億 6,539 万 8 千円

衛生費（8.4％）衛生費（8.4％）
42 億 1,972 万 7 千円42 億 1,972 万 7 千円

総務費（15.9％）総務費（15.9％）
79 億 2,882 万４千円79 億 2,882 万４千円

消防費（4.2％）消防費（4.2％）
21 億 1,549 万 6 千円21 億 1,549 万 6 千円

商工費（3.2％）商工費（3.2％）
15 億 7,146 万 9 千円15 億 7,146 万 9 千円

その他（2.3％）その他（2.3％）
11 億 5,199 万 3 千円11 億 5,199 万 3 千円

特別会計特別会計
294 億 6,794 万 8 千円294 億 6,794 万 8 千円

会計名 予算額 前年度比
学校給食共同調理場事業 ７億 2,858 万円 － 2.1％
国民健康保険事業 121 億 9,746 万５千円 － 0.7％
介護保険事業 142 億 6,077 万 3 千円 － 0.2％
新里温水プール事業 3,126 万 8 千円 － 51.2％
発電事業 1 億 7,558 万 6 千円 1.9％
後期高齢者医療事業 20 億 7,427 万 6 千円 5.7％

企業会計企業会計
92 億 3,448 万 2 千円92 億 3,448 万 2 千円

会計名 予算額 前年度比
水道事業 37 億 6,219 万円 4.8％
下水道事業 51 億 1,830 万円 － 0.6％
農業集落排水事業 3 億 5,399 万 2 千円 皆増

【子どもがつくるまちミニきりゅう】【子どもがつくるまちミニきりゅう】

こどものまちの聖地化を目指し、他
の自治体と連携・交流を図りながら
実施

【重伝建地区公開活用施設管理事業】【重伝建地区公開活用施設管理事業】

重伝建地区の拠点施設の管理・運営
と情報発信

【リトリート環境整備事業】【リトリート環境整備事業】

黒保根町において、公民連携による
観光拠点施設などの整備

歳入 歳出

※農業集落排水事業は、令和６年度から
　企業会計に移行しました。

3 桐生市役所（☎0277 ‐ 46 ‐ 1111）



11. 住み続けられるまちづくりを

17. パートナーシップで目標を達成しよう

１ 2 3 4 5 6

福
祉
・
健
康
の
増
進

産
業
経
済
の
振
興

教
育
・
文
化
の
向
上

生
活
環
境
の
向
上

都
市
基
盤
の
整
備

計
画
推
進
の
た
め
に

重点施策：総合戦略（令和２～９年度）

基本構想（8か年：令和 2～ 9年度）

基本計画（前期 4か年：令和 2～ 5年度／後期 4か年：令和 6～ 9年度）

実施計画（事務事業）（基本 3か年：毎年度、ローリング方式により見直し）

総合計画（イメージ図）

目標
●目標とする将来人口の達成：「桐生市人口ビジョン」に準拠し、令和 5 年に

　約 105,000 人、令和 9 年に約 99,600 人の維持を目指す。

●市民の幸福実感度の向上：市民の皆さんが日々の生活の中でどの程度「幸せ」

　と感じているかを捉えた「幸福実感度」の向上を目指す。

施策の大綱
　将来都市像の実現、目標とする将来人口の達成、市民の幸福実感度の向上を

目指し、６つの施策の方向性の下、42 の行政分野の施策を展開します。

　また、持続可能なまちづくりに取り組む本計画を推進することで、Ｓ
エスディージーズ

ＤＧｓ

（持続可能な開発目標）の達成につなげます。

将来都市像（目指すべきまちの姿）

「感性育み 未来織りなす 粋なまち桐生」

令
和
６
年
度
か
ら
後
期
へ
。
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
改
定
し
ま
し
た
。

「
桐
生
市
第
六
次
総
合
計
画 

後
期
基
本
計
画
」
の
策
定
と

「
第
２
期
桐
生
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
合
戦
略
」
の
改
定

基本テーマ（理念）

“ 感性 ” を育む人づくり／ “ つながり ” を生かしたまちづくり
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将来都市像の実現に向けたまちづくりの基本テーマ（理念）将来都市像

　このまちには、長い歴史と伝統に
培われた独自の文化や、潤いある豊
かな自然環境など、さまざまな魅力
があふれています。また、ここに暮
らす人々には、まちの発展を支えて
きた先人たちの心意気や誇りが脈々
と受け継がれています。
　この恵まれた環境が住む人の感性
を育み、感性がまちの魅力を高め、
新たな未来を織りなしていく。そん
な持続可能で、洗練された「粋なま
ち桐生」を目指します。

１．“感性”を育む人づくり
　新たなまちづくりを進めるには想像
力あふれる人たちの力が必要であり、
想像力を養うには人の心や自然、物事
の本質を敏感に捉えることができる感
性が重要です。桐生市にはその感性を
育み、磨くための優れた環境がありま
す。豊かな自然、織

しょくと

都 1300 年の伝統
と歴史、独自の文化と産業、そして教
育。まちの“宝”であるこれらの“本物”
の魅力を生かし、感性豊かで世界に羽
ばたく人材を育てる、“感性”を育む
人づくりに取り組みます。

２．“つながり”を生かしたまちづくり
　将来都市像を実現するためには、桐
生市に関わるあらゆる“ひと”が力を
合わせることが必要です。
　一人ひとりが “自分ごと”として、
まちを想い、関わり、協力し、共創する。
桐生市は、市域を越えて、人と人、公
と民、地域と地域、さらには人と自然、
過去と未来など、さまざまな“つなが
り”を生かしたまちづくりに取り組み
ます。

「基本目標１」しごとづくりに関係する施策　　　　　　　　　　「基本目標２」移住・定住・交流関係の施策

「基本目標３」子育て環境や教育の充実に関係する施策　　　　　「基本目標４」まちづくりに関係する施策

　　　「基本目標５」デジタル化や公民連携の推進などの施策

　
市
で
は
、
20
年
、
30
年
先
の
未

来
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
発
展

を
目
指
し
、
中
長
期
的
な
視
点
に

立
っ
て
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
現
行
の
総
合
計
画
は
、
令
和
２

年
度
か
ら
令
和
９
年
度
ま
で
の
８

年
間
が
計
画
期
間
と
な
っ
て
お

り
、
前
期
基
本
計
画
は
令
和
５
年

度
で
終
了
し
、
令
和
６
年
度
を
初

年
度
と
す
る
後
期
基
本
計
画
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。

▼
計
画
の
策
定
や
改
定

　
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る
各
種
団

体
の
代
表
者
、
公
募
委
員
な
ど
で

構
成
さ
れ
る
桐
生
市
総
合
計
画
審

議
会
と
、
桐
生
市
総
合
戦
略
推
進

委
員
会
で
、
今
後
の
桐
生
市
に
つ

い
て
、
活
発
な
審
議
を
重
ね
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
意
見
提

出
手
続
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
）
の
ご
協
力
や
、
総
合
計
画
で

は
地
元
の
高
校
生
と
の
意
見
交
換

会
、
若
者
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開

催
な
ど
を
通
じ
て
、
若
い
世
代
に

も
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
各
計
画
書
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ほ
か
、
新
里
・
黒
保
根
支
所
、

各
公
民
館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
課
企
画
戦
略

担
当
（
☎
内
線
５
２
４・５
２
５
）

総合戦略は、総合計画で掲げる、人口減少克服・桐生ならでは

の地方創生に取り組むための重点施策をとりまとめた計画で

す。今回の改定では、デジタル化や公民連携の推進などの新た

な視点を取り入れました。この総合戦略で掲げる以下の５つの

基本目標に位置付けた施策を推進していきます。

総合計画は、市の最上位計画です。後期基本計画では、最重要

課題である人口減少問題に引き続き取り組むとともに、前期の

進捗状況を踏まえ、社会に大きな影響をもたらした新型コロナ

ウイルス感染症の拡大や、コロナ禍により加速したデジタル化

の進展など、時代の変化に対応する見直しなどを行いました。

追加

「総合計画」
　とは

３年間延長

「総合戦略」
　の改定

5 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



　　新店舗開設促進事業補助金

　市内の空き物件を改修し、新たに店舗を開設する
人に、改修工事費の一部を補助します。
対象＝次の全てを満たす事業者
・�個人は市内に居住、法人は市内に法人登記を有す
る※その予定者も含む
・市税を滞納していない
・�市が指定する経営相談の専門家から、継続的に経
営を行う具体的な事業計画に対し可と判断される
・令和７年３月末までに開業
・�原則として週４日以上営業※夜間のみは対象外
対象経費＝改修に要した工事費のうち、市内業者に
発注したもの※備品の購入費は対象外
補助率＝対象経費の２分の１
⑴：中心市街地内（本町一～六丁目、錦町、末広町
など）に新店舗を開設する場合、最大100万円※出
店地域の商店街団体に加入が必要／⑵：⑴の区域外
に新店舗を開設する場合、最大50万円
加算補助＝桐生市中心市街地空き店舗情報登録制度
の登録物件に開設する場合は、10万円を加算※加
算分を含めた補助額は補助対象工事費の額が限度。
募集件数＝予算の範囲内（先着順）

　　ものづくり拠点開設補助金

　市内の空き物件を改修し、新たにものづくり拠点
（工房、工場など）を開設する人に、改修工事費の
一部を補助します。
対象＝次の全てを満たす事業者
・�個人は市内に居住、法人は市内に法人登記を有す
る※その予定者も含む
・市税を滞納していない
・�市が指定する経営相談の専門家から、継続的に経
営を行う具体的な事業計画に対し可と判断される
・令和７年３月末までに開業
対象経費＝改修に要した工事費のうち、市内業者に
発注したもの※備品の購入費は対象外
補助率＝対象経費の２分の１で、最大50万円
募集件数＝予算の範囲内（先着順）

　　群馬大学生就労型　　　　　　
　　人材活用推進事業奨励金
　専門知識を持つ群馬大学理工学部・理工学府の学
生を非正規雇用として受け入れる市内企業へ奨励金
を交付します。
対象＝各種専門分野を学ぶ学生の能力を活用した業
務での雇用を希望する市内企業
交付条件＝年度内における学生の勤務時間は100時
間以上とし、接客業務や単純作業など学生の持つ専
門知識などを必要としない業務での雇用は除く
交付額＝被雇用者における人件費相当額の２分の１
で、１社につき最大20万円
募集件数＝予算の範囲内（先着順）

　各制度の申請用紙やパンフレットなどは、商工振興課（市役所３階、〒376‐
8501桐生市役所、shoko@city.kiryu.lg.jp）と市ホームページにあります。
問い合わせ＝②③⑨⑩�…�商工振興課商業金融担当（☎内線563・583）
　　　　　　①⑦�………�商工振興課工業労政担当（☎内線564・565）
　　　　　　④⑤⑥⑧�…�商工振興課産業立地戦略担当（☎内線582・584） キノピー

事業者を応援します

空き店舗活用型新店舗開設・創業促進事業補
助金を活用して、令和５年３月に開業した
「y

や つ ど き

atsudoki�c
ク レ ー プ

repe」（仲町二丁目）

１３

４

　　まちなか店舗リニューアル　　
　　・事業承継支援事業補助金

　事業承継を伴った既存店舗のリニューアル改装を
行う事業者などに、工事費の一部を補助します。
対象＝市内でおおむね10年以上営業している小売
業、飲食業またはサービス業者などで、事業承継に
よる経営者の交代を行う人
補助率＝対象経費の２分の１で、最大50万円
募集件数＝予算の範囲内（先着順）

２
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　　ぐんま技術革新チャレンジ補助金

　新技術や新製品の開発に取り組む中小企業に対し
て、開発費の一部を補助します※開発要素がないも
のや、量産用設備の導入は対象外。
対象＝市内に主要な事業所を置く中小企業
補助率＝開発費の２分の１（小規模企業者は５分の
４）で、最大80万円
募集件数＝４件程度※現地調査を含めた審査あり
申込期限＝５月10日（金）

　　展示会出展補助金

　県外で開催される展示会とオンライン展示会に出
展する費用を補助します。令和６年度から、装飾費
が補助対象経費に追加されました。
対象＝市内に事業所を置く、製造業を営む中小企業
または個人事業主
補助率＝①国内・オンラインの展示会…小規模企業
者、個人事業主（出展料、装飾費の２分の１で、最
大20万円）／中小企業（出展料、装飾費の２分の
１で、最大15万円）②海外の展示会…出展料、装
飾費、輸送費の２分の１で、最大30万円
募集件数＝予算の範囲内（先着順）

　　起業を目指す人へ

　インキュベーション・オフィスは、起業して間も
ない事業者などが入居できる賃貸型創業支援オフィ
スで、24時間365日利用可能です。
　また、創業・経営相談の専門家がビジネスに関す
る相談に応じます。「新しく事業を始めたい」「事
業が思うように進まない」という人も、ぜひご利用
ください。
場所＝本町五丁目51‐１�東武本町ビル３階
電話番号＝0277‐30‐3690

▶入居者を募集しています
賃料＝３万円（税別）※共益費など
が別途かかります
設備＝机、いす、無料W

ワイ

i‐F
ファイ

iなど
入居期間＝原則、最長３年間
▶ミニ創業塾「桐

きり

b
ビ ズ

iz」
　マンツーマン指導で、受講者の特性（経験や知
識、やりたい業種など）やスケジュールに合わせた
オーダーメイド型の創業塾です。これから創業する
人や創業後５年未満で経営スキルの向上を目指す人
は、ぜひご利用ください。

　　中小企業者向け制度融資

　中小企業者、起業を目指す人などを支援するもの
で、同制度における信用保証料は市が補助します。
※補助率は融資によって異なります。詳しくは、パ
ンフレットをご覧ください。
申し込み＝直接、各制度融資取扱金融機関へ。

９

５

　　中小企業人材養成事業補助金

　中小企業の経営者（個人経営者含む）や従業員
が、対象となる研修（オンライン含む）を受講した
場合、費用の一部を補助します。
補助率＝対象経費の２分の１（１事業所につき原則
年間５万円まで）※講師を招いて研修を行う場合、
加算措置あり
申し込み＝事前に商工振興課へ連絡のうえ、申請書
を研修開始の10日前までに直接、商工振興課へ。

７

　　産学官共同研究推進事業補助金

　大学や研究機関との共同研究に取り組む事業者に
対して、共同研究費を補助します。
対象＝市内に主要な事業所を置く、または市内企業
と共同で研究を実施する事業者
補助額＝最大200万円
募集件数＝５件程度※有識者による審査あり
申込期間＝４月15日（月）～５月17日（金）

６

８

10

展示会出展補助金を活用して、令和５年９月に
東京インターナショナル・ギフト・ショーに出
展した「株式会社千吉良」（川内町二丁目）

7 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）



あ
な
た
の
家
は
、
大
丈
夫
で
す
か
。

耐
震
診
断
と
改
修
工
事
を
補
助
し
ま
す

付
順
に
審
査
し
、
実
施
対
象
者
を

決
定

▼
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
ま
す

募
集
件
数
＝
５
件
程
度

費
用
＝
耐
震
診
断
費
は
無
料
。
た

だ
し
、
診
断
技
術
者
の
交
通
費
と

し
て
１
０
０
０
円
。
資
料
（
平
面

図
）
が
な
い
人
は
、
図
面
作
成
料

と
し
て
実
費
（
９
０
０
０
円
程

度
）
を
負
担
。

申
し
込
み
＝
４
月
25
日
（
木
）
午

前
10
時
か
ら
９
月
30
日
（
月
）
午

後
３
時
ま
で
に
、
申
請
書
類
を
直

接
、
建
築
指
導
課
（
市
役
所
４

階
）
へ
。

▼�

住
宅
の
耐
震
化
に
向
け
た
改
修

費
な
ど
を
補
助
し
ま
す

対
象
住
宅
⑵
＝
対
象
住
宅
⑴
を
満

た
し
、
耐
震
診
断
の
結
果
、
上
部

構
造
評
点
が
１
・
０
未
満
の
住
宅

対
象
工
事
・
補
助
額
＝
下
の
表
の

と
お
り

募
集
件
数
＝
対
象
工
事
①
～
④
の

合
計
額
で
、
予
算
の
範
囲
内

申
し
込
み
＝
４
月
25
日
（
木
）
午

前
10
時
か
ら
９
月
30
日
（
月
）
午

後
３
時
ま
で
に
、
申
請
書
類
を
直

接
、
建
築
指
導
課
へ
。

耐震改修工事 補助額

① 耐震補強工事 上部構造評点 1.0 以上になるための耐震補強工事および工事監
理に要する費用の２分の１以内で、上限 100万円

② 簡易耐震改修工事 地上２階建ての住宅で、１階の上部構造評点が 1.0 以上となる
ものなどの工事と工事監理費用の２分の１以内で、上限 50万円

③ 耐震補強工事（従前改修） ②の簡易耐震改修工事から引き続き行う耐震補強に伴う工事と
工事監理に要する費用の２分の１以内で、すでに交付された補
助額と①の上限額の差額※②の工事と重複する部分を除く

④ 耐震シェルター等設置工事 住宅内に耐震シェルターなどを設置する工事費用の２分の１以
内で、上限 60万円

問
い
合
わ
せ
＝
建
築
指
導
課
建
築
指
導
係
（
☎
内
線
６
７
２
）

　地震などで倒壊するおそれのあるブロック塀などの撤去を促進
するため、撤去費用の一部を補助します。
対象＝次の全てを満たす塀
①�ひび割れ、破損および傾斜している、または建築基準法に適合
していない
②コンクリートブロック造、石造、れんが造など
③�避難路に面して長さが３メートル以上、高さが1メートル以上
※避難路については各種条件あり
対象者＝塀の所有者などで、市税を滞納していない人
補助額＝対象工事費の３分の２で、上限８万円※塀の長さ１メー
トルあたり上限１万円
募集件数＝５件程度（予算の範囲内、先着順）
申し込み＝４月22日（月）から11月29日（金）までに、申請書
と必要書類を直接、建築指導課（市役所４階、☎内線679）へ。

危険な塀の撤去費用
を補助します

ひび割れ、破損および傾斜
しているもの、または建築
基準法に適合していない塀

コンクリートブロック造、
石造、れんが造などの塀

高
さ
１
メ
ー
ト
ル
以
上

避難
路に
面し
て長
さが

３メ
ート
ル以
上

　
平
成
23
年
の
東
日
本
大
震
災
、

平
成
28
年
の
熊
本
地
震
そ
し
て
令

和
６
年
の
能
登
半
島
地
震
に
お
い

て
も
、
木
造
住
宅
に
大
き
な
被
害

が
出
て
い
ま
す
。
地
震
で
の
被
害

の
多
く
は
、
建
物
の
倒
壊
に
よ
る

圧
死
が
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
昭
和
56
年
５
月
の
建
築
基
準
法

改
正
以
前
に
着
工
さ
れ
た
木
造
住

宅
は
、
耐
震
性
が
不
足
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
も
、

耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
を
進
め
ま

し
ょ
う
。

耐
震
診
断
と
改
修
工
事

　
一
戸
建
て
の
住
宅
（
空
き
家
、

貸
家
を
除
く
）
の
耐
震
化
の
た
め
、

耐
震
診
断
の
結
果
に
応
じ
て
改
修

費
な
ど
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
住
宅
⑴
＝
昭
和
56
年
５
月
31

日
以
前
に
着
工
し
た
、
木
造
在
来

軸
組
み
工
法
で
地
上
２
階
建
て
以

下
の
、
個
人
が
所
有
す
る
住
宅

（
併
用
住
宅
は
住
宅
部
分
の
床
面

積
が
２
分
の
１
以
上
の
も
の
）

対
象
者
＝
対
象
住
宅
に
居
住
す
る
、

市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
人
※
受

11. 住み続けられるまちづくりを 広報きりゅう令和６年４月号 8



８. 働きがいも経済成長も

11. 住み続けられるまちづくりを

チャージできる場所

場所 受付時間 休み 備考

セブン銀行ＡＴＭ 24時間 年中無休 全国どこでもチャージ可能

市役所

８：30～ 17：15
土、日、祝日、年末年始

税証明交付コーナー（市役所１階）

新里・黒保根支所 両支所市民生活課

公民館 境野・広沢・梅田・相生・川内・菱公民館

桐生信用金庫 ９：00～ 15：00 本店営業部（西出張所）、本町・新桐生・相生支店

　チャージ額の１パーセントのプレミアムポイント
が付与される桐ペイ「通常チャージ」について、１
か月あたりのチャージ上限額を拡大しました。
開始日＝４月１日（月）午前９時から
チャージ上限額＝１か月10万円
プレミアム率＝１パーセント
利用区分＝加盟店全店

ポイント有効期限＝チャージした
金額分…チャージしてから２年間、
付与ポイント分（１パーセント分）
…令和７年３月31日（月）
チャージ方法（用意するもの）＝スマホアプリ
「c

チ ー カ
hiica」または専用カード（紫色のカード）、チ

ャージする現金

問い合わせ＝ＤＸ推進室桐ペイ推進応援担当（☎内線791）I
イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

nformation

　身近な人への贈り物や、イベントの景品などに
桐ペイポイントを使ってみませんか。
　市は、ポイント分の原資をお預かりして、桐ペ
イポイントを発行する「だれでもポイント発行事
業」を行っています。
　この「だれでもポイント」を利用することで、
さまざまな場面で桐ペイポイントを活用すること
ができます。
　効果的なポイントの発行方法の選定や申請方法
などは、職員がサポートします。
▶利用の流れ
①申請書をDX推進室に提出する
②ポイントの発行原資を納入する
③市がポイントを発行する
④�ポイントを贈り物やイベントの景品などに使用
する

▲市ホームページ
（「桐ペイ」だれでも
ポイント発行事業）

「だれでもポイント」で
　桐生をもっと元気に。

※�ポイントの渡し方や有効期限などは、自由に設
定することができます。
※�令和６年度から、設定できる最長のポイント有
効期限を「発行から３年間」に延長しました。
※�期限内に使われなかったポイント分の原資は返
金します。
▶活用の一例
・地域のボランティア参加特典
・商店街などの販売促進イベント
・抽せんイベントの景品
・ラジオ体操の参加特典
・スタンプ式のポイントカード
　達成記念品
・ゴルフコンペの景品　など

通常チャージの上限額を10万円に拡大。２

１

9 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）
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きりゅう暮らし応援事業
　誰もが住みたい・住み続けたいと思えるまちづくりを目指し、移住・定住の促進や空き家・空き地の活用を目的
とした４つの助成制度を実施します。※条件がありますので、事前にお問い合わせください。
　各助成の併用は可能ですが、加算補助項目が重複する場合は、いずれかの加算補助のみが適用されます。
申し込み＝住宅取得応援助成は４月19日（金）から、それ以外は４月22日（月）から、直接各担当課へ。
※ 空き家利活用助成・空き家除却助成は、５月10日（金）時点で、申し込みが多数の場合は抽せんとなります。

11. 住み続けられるまちづくりを

住宅取得応援助成
募集件数＝予算の範囲内
問い合わせ＝建築住宅課住宅係（☎内線633）

対象 市内に住宅を建築または購入し、５年以上定
住する人

補助額
基本補助額と加算補助額の合計のうち、住宅
取得金額の10パーセントまたは200万円のい
ずれか低い額

基本補助 住宅取得金額の３パーセントで上限20万円　
※併用住宅は、居住部分のみ補助対象

加算補助

①夫婦加算（10万円）／②ひとり親加算
（10万円）／③三世代同居加算（10万円）
／④移住加算（40万円）／⑤若者Ｕターン移
住加算（80万円）／⑥子ども加算（中学生
以下の子ども１人につき20万円）／⑦誘導
区域加算（10万円）／⑧市内業者加算（10
万円）／⑨空き家・空き地バンク加算（20万
円）／⑩通勤加算（20万円）

住宅リフォーム助成
※着工前の申請が必要です。
募集件数＝210件程度（予算の範算の範囲内、先着順）
問い合わせ＝建築住宅課住宅宅係（☎内線633）

対象

市内に住宅を所有し居住している人が、市内
業者を利用して行う工事費20万円以上のリフ
ォーム工事（１住宅につき１回限り、かつ１
申請者につき１回限り）

補助額 基本補助額と加算補助額の合計で上限30万円

基本補助
上限20万円（補助率は対象工事費の10パー
セント※子育て世帯は対象工事費の20パーセ
ント）

加算補助

工事費20万円以上の省エネ・耐震改修・バリ
アフリー・防犯の各工事で、上限10万円（補
助率は対象工事費の10パーセント※子育て世
帯は対象工事費の20パーセント）

空き家利活用助成空き家利活用助成
※着工前の申請が必要です。
募集件数＝全体で８件程度（予算の範囲内）
問い合わせ＝空き家対策室空き家活用係（☎内線
367）

▶空き家利活用

対象 １年以上居住していない住宅のリフォーム工
事

補助額 基本補助と加算補助の合計のうち、対象工事
費の50パーセントで上限70万円

基本補助 工事費20万円以上のリフォーム工事のうち、
対象工事費の30パーセントで上限20万円

加算補助

①移住加算（40万円）／②子ども加算（中学
生以下の子ども１人につき20万円）／③空き
家・空き地バンク加算（20万円）／④性能向
上加算（工事費20万円以上の省エネ・耐震改
修・バリアフリー・防犯工事をする場合10万
円）／⑤ファミリー加算（２人以上の世帯の
場合15万円）

▶移住者限定空き家利活用

対象 市外から移住し、１年以上居住していない耐
震性のある住宅のリフォーム工事

補助額 工事費20万円以上のリフォーム工事のうち、
対象工事費の３分の２で上限100万円

空き家除却助成
※着工前の申請が必要です。
募集件数＝各10件程度（予算の範囲内）
問い合わせ＝空き家対策室空き家対策係（☎内線
736）
▶跡地利用制限なしの除却

対象
市内に昭和56年５月31日以前に建築され、
10年以上居住その他の使用がない住宅の除却
工事

補助額 対象工事費の50パーセントで上限30万円

▶移住者限定跡地利用制限ありの除却

対象
市内に昭和56年５月31日以前に建築され、
１年以上居住その他の使用がない住宅の除却
工事で、跡地に移住者が住宅を新築する場合

補助額 対象工事費の50パーセントで上限50万円

▶不良住宅などの除却

対象
１年以上居住その他の使用がなく、著しく損
傷している空き家の除却工事※市の事前調査
が必要

補助額 対象工事費の80パーセントで上限100万円
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成年後見制度をご存じですか

　成年後見制度とは、認知症、知的障がい、精神障
がいなどの理由で判断能力が不十分な場合に、本人
に代わって契約や財産の管理などを行う人を選任し
て、権利を守る制度です。４月から、成年後見制度

を必要とする人を適切に支援するため、健康長寿課、
福祉課の共同で「中核機関」を設置しました。
制度についての相談先＝各地域包括支援センター、
桐生市障害者基幹型相談室（☎43‐0294）、桐生
市社会福祉協議会（☎46‐4165）
問い合わせ＝健康長寿課長寿支援係（☎44‐8215）、
福祉課障害福祉係（☎44‐8237）

地域包括支援センターへ
ご相談ください
　福祉や介護に関する相談窓口として、市内に７か
所の地域包括支援センターを、下表のとおり設置し
ています。社会福祉士、主任介護支援専門員、保健
師などの専門職が相談に応じます。

名称 場所・電話番号 担当地区

山育会
東久方町二丁目
☎46‐6066

１区（本町一～三丁目、
横山町）、２区（本
町四～六丁目）、９区
（永楽町、小曾根町、
宮本町）、10区（東久
方町、西久方町、天神
町、平井町）、14区
（梅田町）

社協 新宿三丁目
☎46‐4411

３区（稲荷町、錦町、
織姫町、美原町、清瀬
町）、４区（新宿、三
吉町、小梅町、琴平
町）、５区（浜松町）、
８区（末広町、宮前町、
堤町、巴町、元宿町）

名称 場所・電話番号 担当地区

菱風園 菱町一丁目
☎32‐3321

６区（仲町、川岸町、
泉町、東町、高砂町、
旭町）、７区（東）、
17区（菱町）

ユートピア
広沢

広沢町六丁目
☎53‐1114

11区（境野町）、13
区（広沢町四～七丁
目、広沢町間ノ島）、
12区（広沢町一～三
丁目、桜木町一部）

思いやり 川内町一丁目
☎32‐5889 16区（川内町）

思いやり
黒保根

黒保根町水沼
☎46‐8847 22区（黒保根町）

にいさと 新里町新川
☎74‐3032

19区・20区・21区
（新里町）

のぞみの苑 相生町五丁目
☎54‐9537

15区（相生町一丁目
一部、相生町二丁目
一部、相生町三～五
丁目）、18区（相生
町一丁目一部、相生
町二丁目一部、桜木
町一部）

問い合わせ＝各地域包括支援センターまたは健康長
寿課長寿支援係（☎44‐8215）

部 課（室） 係 電話番号
保健福祉部 健康長寿課 長寿支援係 44 ‐ 8215

介護管理給付係
（給付について） 44 ‐ 8217

介護管理給付係
（保険料について） 44 ‐ 8219

介護審査係 44 ‐ 8221
成人保健係 44 ‐ 8247

福祉課 障害福祉係 44 ‐ 8237
保護係 44 ‐ 8238
社会福祉係 44 ‐ 8239

医療保険課 国保係 44 ‐ 8265
保険税係 44 ‐ 8266
医療助成係 44 ‐ 8267

地域医療感
染症対策室

地域医療感染症
対策係 44 ‐ 8250

市役所の一部へ直通電話を導入

　本庁舎の一部の部署に、下表のとおりダイヤルイ
ン（直通電話）を導入しました。代表電話（☎46
‐1111）も、これまで通り使用できます。
問い合わせ＝総務課庶務担当（☎内線533・534）

４月から市役所の組織が変わり
ます
　４月１日付けの機構改革で次のとおり変更します。
１. 球都桐生プロジェクトの推進
　市民生活部のスポーツ・文化振興課に、「球都桐
生プロジェクト推進担当」を新設し、本市の価値向
上や地域活性化、青少年の健全育成につなげます。
２. ゆっくりズムのまち桐生の推進
　共創企画部企画課の「 S

エスディージーズ

D G s 未来都市」に係る
業務を市民生活部環境課に移管し、「環境課」を
「SDGs推進課」に、同課「環境都市推進担当」を
「ゆっくりズムのまち桐生推進担当」に改称します。
３. 教育環境のさらなる充実
　教育部の「教育未来室」を学校教育課の課内室
「教育支援室」に統合し、「教育支援室」を「教育
環境課」に改称し、課として独立させます。
問い合わせ＝総務課庶務担当（☎内線533）
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人間ドックの費用を助成します

　国民健康保険（国保）と後期高齢者医療制度の人
間ドック費用助成の申し込みを、４月12日（金）
から受け付けます。
　なお、わたらせ健康診査およびプレわたらせ健康
診査は、この人間ドックと同じ検査内容を含むため、
両方を受けることはできません。
対象＝国保税の完納世帯の被保険者、または後期高
齢者医療保険料の完納者
助成金額＝日帰りドック…２万2,000円、日帰り脳
ドック…３万円※超えた分は自己負担
受付期間＝４月12日（金）～12月27日（金）
申し込み＝右表のとおりです。申請用紙は、各受付
場所と市ホームページにあります。
▶助成決定後の保険医療機関への申し込み
　審査後に決定通知書を随時郵送します。同封の登
録保険医療機関一覧表を確認し、４月24日（水）
から希望する登録保険医療機関へ直接申し込んでく
ださい。
受診期間＝５月１日（水）～令和７年１月31日（金）

▶桐生厚生総合病院の申し込みの初日
期日・時間＝４月20日（土）午前８時～午後１時
問い合わせ＝健康長寿課成人保健係（☎44‐8247）

犬の登録と狂犬病予防注射

　犬の飼い主は、犬の登録と狂犬病予防注射を受け
させることが義務付けられています。必ず市に犬を
登録し、狂犬病予防注射を年に１回、集合注射か動
物病院のどちらかで受けさせてください。※下表の
動物病院では接種後「注射済票とシール」を交付。
対象＝生後91日以上の犬で、室内犬を含みます。
費用＝3,500円（集合注射）※未登録の場合、別途
3,000円（登録手数料）が必要です。
問い合わせ＝地域づくり課生活安全担当（☎内線
465･466）

申し込み方法 必要書類など

直　接

申請書、被保険者証、「令和 6 年度わた
らせ健康診査受診券」がある場合は受診
券を持参し、各受付場所へ
▶受付場所
①４月 12 日（金）～５月 31 日（金）…
健康長寿課（市役所１階）、新里・黒保根
保健センター、新里・黒保根支所、境野・
広沢・梅田・相生・川内・菱公民館
②６月３日（月）～ 12 月 27 日（金）…
健康長寿課、新里・黒保根保健センター

Ｅメール
申請書、被保険者証の写しを添付して、
健康長寿課成人保健係（kenkochoju2@
city.kiryu.lg.jp）へ

郵　送
申請書、被保険者証の写しを 12 月 27 日

（金）まで（必着）に、健康長寿課成人保
健係（〒 376 ‐ 8501 桐生市役所）へ

ファクシミリ
申請書、被保険者証の写しを健康長寿課成
人保健係（ファクシミリ 45 ‐ 2940）へ

狂犬病予防注射（集合注射の日程）
地区 期日 時間 場所

黒
保
根

４月23日
（火）

10：00 ～ 10：15 黒保根町保健センター
10：30 ～ 10：50 上田沢集会所
11：10 ～ 11：25 下田沢集会所
11：40 ～ 12：00 宿廻集会所

新
里

４月25日
（木）

９：30 ～ 10：00 新里総合センター
10：20 ～ 10：30 赤城集会所
10：45 ～ 10：55 板橋住民センター
11：10 ～ 11：20 関集会所
11：35 ～ 11：50 上鶴ヶ谷住民センター
13：10 ～ 13：30 芝集会所
13：45 ～ 14：00 町組集会所
14：15 ～ 14：30 消防第三分団詰所
14：45 ～ 15：00 八幡住民センター
15：15 ～ 15：30 野集会所

旧
桐
生

５月26日
（日）

10：00 ～ 12：00 相生公民館
14：00 ～ 15：00 桜木公民館

５月28日
（火）

10：00 ～ 10：30 梅田公民館
11：00 ～ 11：30 菱公民館
13：00 ～ 13：30 境野水処理センター
14：00 ～ 14：30 総合福祉センター

５月30日
（木）

９：30 ～ 10：00 青年の家
10：40 ～ 11：10 広沢公民館
13：00 ～ 13：30 川内公民館
14：00 ～ 14：30 市民広場

注射済票とシールを交付できる動物病院
病院 場所 電話番号

相生動物病院 相生町二丁目 55‐1404
カール動物病院 新里町新川 74‐5651
桐生中央動物病院 三吉町二丁目 47‐0743
クマさんの動物診療所 仲町一丁目 46‐0747
小曽根動物病院 相生町五丁目 54‐2299
新桐生駅前動物病院 広沢町二丁目 54‐1443
田島動物病院 広沢町間ノ島 52‐9209
ヒロサワ動物病院 広沢町四丁目 53‐2121
マサキ動物病院 本町三丁目
みどりの森動物病院 みどり市笠懸町 40‐5521
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。

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
（
☎
44
８

２
３
９
）

新
里
温
水
プ
ー
ル
（
カ
リ

ビ
ア
ン
ビ
ー
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）
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無
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券
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（
２
月
を
除
く
）
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用
で
き
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。

本
人
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で
き
ま
せ
ん
。

券
は
切
り
離
さ
ず
、
受
付
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
＝
市
内
の
小
・
中
・
義
務
教

育
学
校
に
通
う
児
童
生
徒
と
市
内

に
居
住
す
る
小
・
中
学
生
な
ど

配
布
方
法
＝
市
内
に
居
住
す
る
児

童
生
徒
は
各
学
校
か
ら
配
布
し
ま

す
。
市
内
に
居
住
し
市
外
の
学
校

に
通
っ
て
い
る
場
合
は
、
申
請
に

よ
り
新
里
支
所
地
域
振
興
整
備
課

で
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
新
里
支
所
地
域
振

興
整
備
課
（
☎
74
２
２
１
７
）

戸
籍
制
度
が
便
利
に
な
り
ま
す

　
３
月
１
日
（
金
）
か
ら
戸
籍
届

出
の
際
に
戸
籍
謄
抄
本
の
添
付
が

不
要
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
本

人
や
直
系
親
族
の
戸
籍
証
明
書
が
、

本
籍
地
以
外
の
市
区
町
村
窓
口
で

請
求
で
き
る
広
域
交
付
が
始
ま
り

ま
し
た
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
電
話

に
て
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
（
☎
内
線

２
４
３
・
２
４
４
・
２
５
２
）

傍
聴
で
き
ま
す

教
育
委
員
会
定
例
会

期
日
＝
４
月
17
日
（
水
）

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら
※
当
日
午

お
知
ら
せ

後
１
時
30
分
か
ら
１
時
45
分
ま
で

教
育
委
員
会
総
務
課
（
市
役
所
４

階
）
で
受
け
付
け

場
所
＝
特
別
会
議
室
（
市
役
所
３

階
）

募
集
人
数
＝
５
人
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
委
員
会
総
務

課
（
☎
内
線
６
５
４
）

ア
ー
ス
ケ
ア
桐
生
が
岡
遊

園
地
優
待
券
を
配
布

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
２
歳
以

上
小
学
生
以
下

期
間
＝
４
月
～
令
和
７
年
３
月

配
布
場
所
＝
幼
稚
園
、
保
育
園
、

認
定
こ
ど
も
園
、
小
学
校
、
義
務

教
育
学
校
※
未
就
学
児
は
青
年
の

家
（
新
里
・
黒
保
根
地
区
は
両
公

民
館
）
で
配
布
※
「
カ
ー
ド
迷
路

ぐ
る
り
森
大
冒
険
」
は
利
用
で
き

ま
せ
ん
。

家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ

購
入
補
助

　
補
助
の
対
象
と
な
る
防
犯
カ
メ

ラ
や
申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
な

ど
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

市
税
な
ど
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

補
助
対
象
＝
3
月
1
日
（
金
）
以

降
に
市
内
の
店
で
購
入
し
た
新
品

の
防
犯
カ
メ
ラ

補
助
額
＝
購
入
費
用
の
2
分
の
1

で
、
上
限
1
万
円

申
し
込
み
＝
5
月
7
日
（
火
）
か

ら
、
地
域
づ
く
り
課
（
市
役
所
２

階
、
☎
内
線
４
６
５
）
へ
電
話
で

予
約
し
て
く
だ
さ
い
。
予
約
後
、

必
要
書
類
と
申
請
書
を
直
接
地
域

づ
く
り
課
、
新
里
・
黒
保
根
支
所

市
民
生
活
課
へ
。

地
区
公
民
館
サ
ー
ク
ル
連
絡

協
議
会　

親
善
碁
会

期
日
＝
６
月
23
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
（
予
定
）

場
所
＝
中
央
公
民
館

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務

す
る
人

費
用
＝
５
０
０
円
※
当
日
集
金

申
し
込
み
＝
４
月
８
日
（
月
）
か

ら
５
月
30
日
（
木
）
ま
で
に
直
接
、

各
公
民
館
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公
民
館
（
☎

47
４
３
４
３
）

市政功労者を表彰市政功労者を表彰

　　３月１日（金）、各分野で市政の伸３月１日（金）、各分野で市政の伸
展に貢献いただいた７人を表彰しまし展に貢献いただいた７人を表彰しまし
た。受賞者は次のとおりです。（敬称略）た。受賞者は次のとおりです。（敬称略）
自治功労（４人）自治功労（４人）…新井達夫、福島賢…新井達夫、福島賢
一、岸田信克、北爪啓藏／一、岸田信克、北爪啓藏／保健福祉功保健福祉功
労（１人）労（１人）…坂本眞太郎／…坂本眞太郎／消防功労（２消防功労（２
人）人）…星野昭彦、金子昌弘…星野昭彦、金子昌弘
問い合わせ問い合わせ＝秘書室（☎内線 512）＝秘書室（☎内線 512）
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こ
い
の
ぼ
り
の
掲
揚

こ
い
の
ぼ
り
の
掲
揚

　
４
月
25
日
（
木
）

に
、
た
ち
ば
な
保

育
園
と
認
定
こ
ど

も
園
み
ら
い
の
園

児
が
作
っ
た
こ
い

の
ぼ
り
を
掲
揚
し
ま
す
。

掲
揚
期
間
＝
４
月
25
日
（
木
）
～

５
月
13
日
（
月
）

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
相
談
課

（
☎
43
２
０
０
０
）

山
火
事
に
注
意

　
入
山
す
る
と
き
は
、
次
の
①
～

③
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
①
火

を
取
り
扱
う
と
き
は
、
十
分
注
意

す
る
②
た
ば
こ
の
吸
い
殻
は
必
ず

消
し
、
投
げ
捨
て
な
い
③
火
遊
び

は
し
な
い
、
さ
せ
な
い

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
消
防
署
（
☎

47
１
７
０
５
）

防
災
情
報
の
定
期
試
験
配
信

　
桐
生
市
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ

ム
に
関
係
す
る
機
器
の
運
用
管
理

の
た
め
、
防
災
情
報
の
試
験
配
信

を
実
施
し
ま
す
。
防
災
ア
プ
リ

（
Ｈハ

ザ

ー

ド

ン

Ａ
Ｚ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
）
、
桐
生

ふ
れ
あ
い
メ
ー
ル
（
防
災
情
報
）
、

防
災
ラ
ジ
オ
、
防
災
行
政
無
線

（
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
、
戸
別
受
信

機
）
に
配
信
さ
れ
ま
す
。

▼
令
和
６
年
度
の
定
期
試
験
日
時

期
日
＝
原
則
、
毎
月
第
２
金
曜
日

※
９
月
と
３
月
は
第
２
日
曜
日

時
間
＝
午
後
２
時
か
ら

問
い
合
わ
せ
＝
防
災
・
危
機
管
理

課
（
☎
内
線
４
１
５
）

体
育
施
設
年
間
利
用
券
販
売

　
次
の
対
象
施
設
①
～
④
の
年
間

利
用
券
を
販
売
し
ま
す
。

対
象
施
設
＝
①
森
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
桐
生
ス
タ
ジ
ア
ム
（
陸
上
競

技
場
）
②
相
生
・
相
川
・
元
宿
庭

球
コ
ー
ト
③
弓
道
場
④
相
撲
場

有
効
期
限
＝
令
和
７
年
３
月
31
日

（
月
）

販
売
場
所
・
問
い
合
わ
せ

①
＝
森
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
桐
生

ス
タ
ジ
ア
ム
（
☎
44
７
４
３
６
）

②
～
④
＝
桐
生
ガ
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
（
市
民
体
育
館
、
☎
52
２

３
６
２
）

福
祉
シ
ョ
ッ
プ

▼
市
役
所
玄
関
ロ
ビ
ー

期
日
＝
４
月
11
日
（
木
）
・
25
日

（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
１
時
30

分▼
新
里
総
合
セ
ン
タ
ー
１
階

期
日
＝
５
月
２
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
11
時
～
午
後
１
時

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
（
☎
内
線

44
８
２
３
７
）

年
少
指
導
者
養
成
研
修
会

期
日
・
時
間
＝
４
月
27
日
（
土
）

午
後
１
時
～
28
日
（
日
）
正
午

場
所
＝
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ

ー対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
学

す
る
高
校
１
・
２
年
生

募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
）

費
用
＝
２
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
４
月
23
日
（
火
）
ま

で
に
、
直
接
青
年
の
家
へ
。
ま
た
、

左
下
の
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
Ｅ
メ

ー
ル
で
申
請
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
青
年
の

家
（
☎
47
２
１
８
６
）

不
動
産
の
相
続
登
記
が
義

務
化
さ
れ
ま
し
た

　
４
月
１
日
か
ら
不
動
産
の
相
続

登
記
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
相

続
登
記
は
、
不
動
産
の
所
有
者
を

明
確
に
す
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。

所
有
者
不
明
土
地
や
管
理
不
全
空

き
家
な
ど
の
発
生
を
予
防
す
る
効

果
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
空
き
家
対
策
室

（
☎
内
線
３
６
７
）

集
団
回
収
の
奨
励
金
単
価

を
引
き
上
げ
ま
す

　
集
団
回
収
の
奨
励
金
を
、
令
和

６
年
度
活
動
分
か
ら
１
キ
ロ
グ
ラ

ム
あ
た
り
６
円
か
ら
８
円
に
引
き

上
げ
ま
す
。
な
お
、
集
団
回
収
を

行
う
団
体
は
、
事
前
に
市
に
登
録

が
必
要
で
す
。

　
回
収
を
希
望
す
る
場
合
や
既
存

の
団
体
に
協
力
し
た
い
と
き
は
、

す
で
に
登
録
し
て
い
る
地
元
の
団

体
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
登
録
団

体
な
ど
、
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
課

（
☎
内
線
３
１
３
・
３
１
４
）

桐
生
市
史
編
さ
ん
審
議
会

公
募
委
員
の
募
集

任
期
＝
６
月
１
日
（
土
）
～
令
和

８
年
５
月
31
日
（
日
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
し
、
新
し
い

桐
生
市
史
の
編
さ
ん
に
関
心
を
持

つ
令
和
６
年
４
月
１
日
に
満
18
歳

以
上
の
人
で
、
年
１
回
程
度
の
会

議
（
平
日
の
昼
間
に
開
催
）
に
出

席
で
き
る
人
※
報
酬
あ
り

募
集
人
数
＝
２
人
以
内
※
面
接
あ

り申
し
込
み
＝
４
月
20
日
（
土
）
ま

で
に
、
申
込
書
と
第
１
次
選
考
の

小
論
文
「
委
員
に
応
募
し
た
理

由
」
（
８
０
０
字
以
内
、
様
式
自

由
）
を
、
直
接
ま
た
は
郵
送
（
当

日
消
印
有
効
）
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
市

史
編
さ
ん
室
（
中
央
公
民
館
３
階
、

〒
３
７
６
‐
０
０
２
２
稲
荷
町
１

‐
４
、shishihensan@

city.
kiryu.lg.jp

）
へ
。
申
込
用
紙
は
、

同
室
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
史
編
さ
ん
室

（
☎
47
７
３
３
５
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

運
営
協
議
会
委
員
の
募
集

任
期
＝
４
月
～
令
和
９
年
３
月
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対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
40
歳
以

上
で
、
年
３
回
程
度
開
催
す
る
会

議
に
出
席
で
き
る
人

募
集
人
数
＝
2
人
※
選
考
あ
り

申
し
込
み
＝
４
月
26
日
（
金
）
ま

で
に
、
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
健
康
長
寿
課
（
市
役
所

１
階
）
へ
。
応
募
用
紙
は
、
同
課
、

新
里
・
黒
保
根
支
所
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
長
寿
課
（
☎

44
８
２
１
５
）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

業
務
受
託
希
望
者
の
募
集

受
託
期
間
＝
令
和
７
年
度
～
令
和

8
年
度

対
象
地
域
＝
第
8
圏
域
（
12
区
・

18
区
）

申
し
込
み
＝
５
月
31
日
（
金
）
ま

で
に
申
請
書
類
を
健
康
長
寿
課

（
市
役
所
１
階
）
へ
。
募
集
要
項

は
同
課
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
長
寿
課
（
☎

44
８
２
１
５
）

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員

の
募
集

任
期
＝
７
月
１
日
（
月
）
～
令
和

８
年
６
月
30
日
（
火
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
し
、
公
民
館

運
営
に
関
心
の
あ
る
18
歳
以
上
の

人
で
、
年
４
回
程
度
の
会
議
に
出

席
で
き
る
人
※
報
酬
あ
り

募
集
人
数
＝
２
人
※
選
考
あ
り

申
し
込
み
＝
４
月
26
日
（
金
）
ま

で
に
、
応
募
用
紙
と
第
１
次
選
考

の
小
論
文
「
社
会
教
育
と
公
民
館

運
営
」
（
８
０
０
字
以
内
）
を
、

直
接
ま
た
は
郵
送
（
当
日
消
印
有

効
）
で
中
央
公
民
館
（
〒
３
７
６

‐
０
０
２
２
稲
荷
町
１
‐
４
、
☎

47
４
３
４
３
）
へ
。
応
募
用
紙
は

同
公
民
館
に
あ
り
ま
す
。

介
護
予
防
教
室
受
託
事
業

者
の
募
集

委
託
内
容
＝
市
内
の
日
常
生
活
圏

域
ご
と
に
、
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
実
施

実
施
期
間
＝
６
月
～
令
和
７
年
３

月
※
１
コ
ー
ス
に
つ
き
、
５
～
10

日
間

対
象
事
業
者
＝
介
護
予
防
マ
ニ
ュ

ア
ル
に
沿
っ
た
運
動
指
導
が
で
き

る
従
事
者
が
い
る
事
業
所
や
団
体

申
し
込
み
＝
４
月
25
日
（
木
）
ま

で
に
、
募
集
要
項
に
基
づ
き
申
請

書
類
を
直
接
健
康
長
寿
課
（
市
役

所
１
階
）
へ
。
募
集
要
項
な
ど
は

同
課
と
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
長
寿
課
（
☎

44
８
２
１
５)

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度

任
用
職
員
の
募
集

期
間
＝
6
月
11
日
（
火
）
～
14
日

（
金
）

時
間
＝
午
前
9
時
～
午
後
5
時

業
務
内
容
＝
図
書
館
と
各
公
民
館

の
本
の
蔵
書
点
検
と
整
理
作
業

時
給
＝
９
９
６
円

対
象
＝
18
歳
以
上
で
4
日
間
連
続

勤
務
で
き
る
人

募
集
人
数
＝
8
人
※
面
接
あ
り

申
し
込
み
＝
4
月
20
日
（
土
）
ま

で
（
日
・
月
曜
日
を
除
く
）
に
申

込
書
を
直
接
図
書
館
へ
。
申
込
用

紙
は
図
書
館
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎
47
４

３
４
１
）

図
書
館
協
議
会
委
員
の
募
集

任
期
＝
７
月
１
日
（
月
）
か
ら
２

年
間

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
、
学
識

経
験
を
有
し
、
図
書
館
の
運
営
に

関
心
の
あ
る
18
歳
以
上
の
人
で
、

年
３
回
程
度
の
会
議
（
平
日
の
午

後
に
開
催
）
に
出
席
で
き
る
人
※

報
酬
あ
り

募
集
人
数
＝
２
人
※
面
接
あ
り

申
し
込
み
＝
４
月
９
日
（
火
）
か

ら
25
日
（
木
）
ま
で
に
、
第
１
次

選
考
の
小
論
文
「
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
に
期
待
す
る
も
の
」
（
８
０
０

字
以
内
）
と
応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は
郵
送

（
当
日
消
印
有
効
）
で
図
書
館

（
〒
３
７
６
‐
０
０
２
２
稲
荷
町

１
‐
４
、
☎
47
４
３
４
１
）
へ
。

応
募
用
紙
は
図
書
館
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ

ー
ム
検
討
委
員
会
の
市
民

委
員
の
募
集

任
期
＝
委
嘱
の
日
か
ら
令
和
9
年

3
月
ま
で

対
象
＝
市
内
に
居
住
す
る
40
歳
以

上
で
、
年
2
回
程
度
開
催
す
る
会

議
に
出
席
で
き
る
人

募
集
人
数
＝
１
人
※
選
考
あ
り

申
し
込
み
＝
４
月
26
日
（
金
）
ま

で
に
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
直
接
健
康
長
寿
課
（
市
役

１
階
）
へ
。
応
募
用
紙
は
同
課
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
長
寿
課
（
☎

44
８
２
１
５
）

３月15 日（金）に開かれた
市議会の同意を受け、小林一
弘氏（66 歳）が４月１日付で
教育長に再任します。これま
で桜木中学校校長、新里中学
校校長、清流中学校校長など
を歴任し、令和３年４月１日か
ら教育長を務めています。

教育長に
小林一弘氏 再任
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くらしガイド
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

　
年
間
ス
ロ
ー

ガ
ン
は
「
家
庭

で
も　
み
ん
な

で
語
ろ
う　
交

通
ル
ー
ル
」
で

す
。

期
間
＝
4
月
6
日
（
土
）
～
15
日

（
月
）

運
動
重
点
＝
次
の
①
～
③
で
す
。

①
こ
ど
も
が
安
全
に
通
行
で
き
る

道
路
交
通
環
境
の
確
保
と
安
全
な

横
断
方
法
の
実
践
②
歩
行
者
優
先

意
識
の
徹
底
と
「
思
い
や
り
・
ゆ

ず
り
合
い
」
運
転
の
励
行
③
自
転

車
・
電
動
キ
ッ
ク
ボ
ー
ド
な
ど
利

用
時
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
と
交
通

ル
ー
ル
遵
守
の
徹
底

問
い
合
わ
せ
＝
地
域
づ
く
り
課

（
☎
内
線
４
６
５
）

放
課
後
子
供
教
室
の
募
集

　
４
月
中
に
市
内
小
学
校
の
対
象

と
な
る
学
年
に
ち
ら
し
を
配
布
し

ま
す
。
詳
し
い
内
容
は
ち
ら
し
を

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
＝
4
月
15
日
（
月
）
か

ら
26
日
（
金
）
ま
で
（
土
・
日
曜

日
を
除
く
）
に
、
直
接
公
民
館
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
生
涯
学
習
課
（
☎

内
線
６
５
２
）

食
堂
花
ぶ
さ
（
市
役
所
地

下
１
階
）
が
閉
店
し
ま
す

チ
ケ
ッ
ト
（
回
数
券
）
は
営
業

終
了
日
ま
で
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

営
業
終
了
日
＝
６
月
21
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
＝
有
限
会
社
花
ぶ
さ

（
☎
52
６
６
９
９
）
、
総
務
課

（
☎
内
線
５
３
３
）

小
規
模
企
業
者
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
設
備
導
入
補
助

　
環
境
先
進
都
市
を
目
指
し
、
従

業
員
が
お
お
む
ね
20
人
以
下
の
小

規
模
企
業
者
が
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
設

備
を
導
入
す
る
際
に
費
用
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
な
お
、
事
前
に

群
馬
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
７
‐
２
８

９
‐
５
９
４
４
）
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

補
助
対
象
＝
空
調
設
備
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明
器
具
な
ど

補
助
額
＝
対
象
経
費
の
3
分
の
1

で
上
限
20
万
円

募
集
件
数
＝
８
件
程
度
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
５
月
１
日
（
水
）
か

ら
、
申
請
書
を
直
接
Ｓエ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
課
（
市
役
所
２
階
、
☎
内
線
５

７
５
・
４
５
４
）
へ
。
申
請
用
紙

は
同
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ

り
ま
す
。

環
境
都
市
推
進
補
助
金

　
令
和
6
年
度
か
ら
桐
ペ
イ
ポ
イ

ン
ト
で
交
付
し
ま
す
。
ま
た
、
各

補
助
金
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
申
し
込
み
前
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推

進
課
（
☎
内
線
５
７
５
・
４
５
４
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備
（
蓄
電
池
）

補
助
対
象
と
補
助
額
＝
4
月
1
日

以
降
に
個
人
の
住
宅
に
設
置
し
た

蓄
電
池
で
1
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー

あ
た
り
1
万
ポ
イ
ン
ト
※
上
限
5

万
ポ
イ
ン
ト

▼
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

補
助
対
象
と
補
助
額
＝
4
月
1
日

以
降
に
市
内
の
販
売
店
で
購
入
し

た
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
の
購
入

金
額
（
税
込
）
の
4
分
の
1
※
上

限
1
万
５
０
０
０
ポ
イ
ン
ト

申
し
込
み
＝
５
月
１
日
（
水
）
か

ら
申
請
書
を
直
接
ま
た
は
郵
送
で

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
課
（
市
役
所
２
階
、

〒
３
７
６
‐
８
５
０
1
桐
生
市
役

所
）
へ
。
申
請
用
紙
は
同
課
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
。

６
次
産
業
化
等
推
進
事
業

補
助
金

　
農
業
者
が
６
次
産
業
化
に
取
り

組
む
た
め
に
必
要
な
経
費
の
一
部

を
補
助
し
ま
す
。
対
象
者
・
対
象

経
費
な
ど
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
農
林
振
興
課
（
☎

内
線
５
８
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

補
助
額
＝
対
象
経
費
の
２
分
の
１

以
内
で
上
限
１
０
０
万
円

国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

対
象
＝
65
歳
未
満
で
、
雇
用
保
険

受
給
資
格
者
証
の
離
職
理
由
が

「
特
定
受
給
資
格
者
（
離
職
理
由

コ
ー
ド
が
11
、
12
、
21
、
22
、
31
、

32
）
」
ま
た
は
「
特
定
理
由
離
職

者
（
離
職
理
由
コ
ー
ド
が
23
、
33
、

34
）
」
に
該
当
す
る
人

軽
減
期
間
＝
失
業
時
～
翌
年
度
末

手
続
き
＝
雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
、
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
）

が
分
か
る
も
の
を
持
っ
て
、
直
接

医
療
保
険
課
（
市
役
所
１
階
）
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
医
療
保
険
課
（
☎

44
８
２
６
６
）

エ
ア
コ
ン
購
入
支
援
事
業

補
助
金

　
事
前
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
申

請
手
引
き
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
請
手
引
き
や
申
請
用
紙
は
、
健

康
長
寿
課
（
市
役
所
１
階
）
、
各

保
健
セ
ン
タ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
居
住
し
、
本
市
に

住
民
登
録
が
あ
る
、
世
帯
員
全
員

が
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
世
帯

の
世
帯
主

募
集
件
数
＝
６
０
０
件
（
先
着
順
）

補
助
対
象
＝
4
月
1
日
以
降
に
個

人
の
住
宅
で
使
用
す
る
た
め
に
市

内
の
販
売
店
で
購
入
し
た
新
品
の

エ
ア
コ
ン

補
助
額
＝
エ
ア
コ
ン
本
体
購
入
費

（
税
抜
）
の
4
分
の
1
（
１
０
０

０
円
未
満
切
り
捨
て
）
で
、
上
限

5
万
円

必
要
書
類
＝
エ
ア
コ
ン
本
体
の
購

入
に
係
る
領
収
書
の
写
し
、
メ
ー

カ
ー
発
行
の
保
証
書
の
写
し
、
申

請
者
名
義
の
預
金
通
帳
の
写
し
、

広
告
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申
請
者
の
身
分
証
明
書
の
写
し

申
し
込
み
＝
5
月
7
日
（
火
）
か

ら
10
月
31
日
（
木
）
ま
で
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
直
接
ま
た
は

郵
送
で
申
請
す
る
場
合
は
、
申
請

書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
、
健
康

長
寿
課
（
市
役
所
１
階
、
〒
３
７

６
‐
８
５
０
１
桐
生
市
役
所
）
へ
。

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
長
寿
課
（
☎

44
８
２
４
７
）

き
れ
い
に
し
よ
う
よ
桐
生

事
業

　
道
路
や
水
路
の
清
掃
、
除
草
活

動
を
行
う
５
人
以
上
の
市
内
団
体

を
支
援
し
ま
す
。

申
し
込
み
＝
４
月
26
日
（
金
）
ま

で
に
、
直
接
土
木
課
（
市
役
所
４

階
）
、
新
里
・
黒
保
根
支
所
地
域

振
興
整
備
課
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
土
木
課
（
☎
内
線

５
９
６
・
５
９
７
）

浄
化
槽
設
置
補
助
金
・
貸

付
金

　
申
請
す
る
際
は
事
前
に
下
水
道

課
（
市
役
所
２
階
、
☎
内
線
７
５

２
）
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
件
数
＝
予
算
の
範
囲
内
（
先

着
順
）

種
類
・
補
助
額
＝
5
人
槽
…
新
設

６
万
９
０
０
０
円
（
転
換
25
万
２

０
０
０
円
）
／
７
人
槽
…
新
設
9

万
円
（
転
換
29
万
１
０
０
０
円
）

／
10
人
槽
…
新
設
11
万
７
０
０
０

円
（
転
換
36
万
円
）
※
転
換
の
場

合
、
宅
内
配
管
工
事
に
対
し
、
補

助
（
限
度
額
30
万
円
）
あ
り

貸
付
金
限
度
額
＝
50
万
円
以
内

（
無
利
子
）

申
込
期
限
＝
12
月
16
日
（
月
）

４
月
と
５
月
は
市
税
滞
納

整
理
を
強
化
し
ま
す

　
市
税
に
未
納
が
あ
る
人
は
早
急

に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
が

困
難
な
事
情
が
あ
る
場
合
は
、
納

税
課
（
☎
内
線
２
３
７
～
２
４
０
）

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
と
準

備
講
習
会

▼
危
険
物
取
扱
者
試
験

期
日
・
場
所
＝
６
月
９
日
（
日
）

群
馬
県
公
社
総
合
ビ
ル
ま
た
は
群

馬
建
設
会
館
、
６
月
16
日
（
日
）

Ｇ
メ
ッ
セ
群
馬
、
６
月
23
日
（
日
）

関
東
学
園
大
学

時
間
＝
甲
種
午
前
10
時
～
午
後
０

時
30
分
、
乙
種
４
類
（
午
前
の
部
）

午
前
10
時
～
正
午
、
乙
種
４
類

（
午
後
の
部
）
午
後
２
時
～
４
時
、

乙
種
（
４
類
以
外
）
午
後
２
時
～

４
時
、
丙
種
午
後
２
時
～
３
時
15

分費
用
＝
甲
種
６
６
０
０
円
、
乙
種

４
６
０
０
円
、
丙
種
３
７
０
０
円

申
し
込
み
＝
４
月
15
日
（
月
）
か

ら
26
日
（
金
）
ま
で
に
申
込
書
を

直
接
ま
た
は
郵
送
（
当
日
消
印
有

効
）
で
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究

セ
ン
タ
ー
群
馬
県
支
部
（
前
橋
市

大
渡
町
一
丁
目
10
‐
７
）
へ
。
同

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

申
し
込
む
こ
と
も
可
能
で
す
。
試

験
案
内
と
願
書
は
、
消
防
本
部
、

両
消
防
署
、
各
分
署
に
あ
り
ま
す
。

▼
準
備
講
習
会

期
日
＝
５
月
８
日
（
水
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
30
分

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
第

1
会
議
研
修
室

対
象
＝
危
険
物
取
扱
者
試
験
乙
種

第
４
類
受
験
者

募
集
人
数
＝
30
人
（
先
着
順
）

費
用
＝
１
万
２
９
５
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
を
含
む
）

申
し
込
み
＝
４
月
15
日
（
月
）
か

ら
26
日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で
に
、

申
込
書
と
費
用
を
添
え
て
、
直
接

消
防
本
部
予
防
課
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
消
防
本
部
予
防
課

（
☎
47
１
７
０
３
）

手
続
き
を
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
学
生
納
付
特
例

　
学
生
納
付
特
例
を
初
め
て
手
続

き
す
る
人
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

か
ら
の
電
子
申
請
ま
た
は
市
民
課

（
市
役
所
１
階
）
、
新
里
・
黒
保

根
支
所
市
民
生
活
課
で
で
き
ま
す
。

手
続
き
に
必
要
な
物
は
、
日
本
年

金
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
す
で
に
承

認
さ
れ
て
い
る
人
は
、
日
本
年
金

機
構
か
ら
送
付
さ
れ
る
は
が
き
で

申
請
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
年
金
事
務
所

（
☎
44
２
３
１
１
）
、
市
民
課

（
☎
内
線
２
７
３
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の

受
講
料
を
助
成
し
ま
す

　
対
象
に
は
条
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

募
集
人
数
＝
20
人
程
度
（
先
着
順
、

予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
）

補
助
対
象
＝
受
講
料
と
研
修
実
施

事
業
者
か
ら
購
入
し
た
教
材
費

補
助
額
＝
受
講
者
1
人
あ
た
り
上

限
５
万
円

申
し
込
み
＝
令
和
7
年
2
月
28
日

（
金
）
ま
で
に
、
必
要
書
類
を
直

接
ま
た
は
郵
送
（
必
着
）
で
、
健

康
長
寿
課
（
市
役
所
１
階
、
〒
３

７
６
‐
８
５
０
１
桐
生
市
役
所
）

へ
。
必
要
書
類
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
長
寿
課
（
☎

44
８
２
１
７
、
44
８
２
１
９
）

は
じ
め
て
の
親
子
キ
ャ
ン

プ
教
室

期
日
・
時
間
＝
５
月
11
日
（
土
）

午
前
10
時
～
12
日
（
日
）
正
午

講
座

場
所
＝
青
少
年
野
外
活
動
セ
ン
タ

ー対
象
＝
同
セ
ン
タ
ー
の
キ
ャ
ン
プ

教
室
に
初
め
て
参
加
す
る
親
子

募
集
人
数
＝
12
組
（
先
着
順
）

費
用
＝
高
校
生
以
上
２
５
０
０
円
、

小
中
学
生
２
０
０
０
円
、
未
就
学

児
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
４
月
20
日
（
土
）
か

ら
26
日
（
金
）
ま
で
（
日
・
月
曜

日
を
除
く
午
前

９
時
～
午
後
５

時
）
に
直
接
ま

た
は
電
話
で
同

セ
ン
タ
ー
（
☎

32
２
６
４
４
）

へ
。

広
告
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くらしガイド
桐
生
ス
ポ
ー
ツ
文
化
事
業

団
の
講
座

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
ガ
ス
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
（
市
民
体
育
館
、
☎

52
２
３
６
２
）

▼
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

期
日
＝
４
月
22
日
ま
で
の
毎
週
月

曜
日

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時

場
所
＝
桐
生
ガ
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

対
象
＝
18
歳
以
上
※
高
校
生
は
除

く募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
）

費
用
＝
１
回
７
０
０
円
、
全
期
日

分
１
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は
電
話
で

同
セ
ン
タ
ー
へ
。

▼
初
心
者
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

期
日
＝
５
月
10
日
か
ら
６
月
７
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30

分場
所
＝
森
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
桐

生
ス
タ
ジ
ア
ム
（
陸
上
競
技
場
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
・

通
学
し
て
い
る
18
歳
以
上
の
人
※

高
校
生
を
除
く

募
集
人
数
＝
30
人
（
先
着
順
）

費
用
＝
１
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
４
月
12
日
（
金
）
か

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
同
セ
ン
タ

ー
へ
。

▼
初
心
者
ナ
イ
タ
ー
テ
ニ
ス

期
日
＝
５
月
10
日
か
ら
６
月
７
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日

時
間
＝
午
後
７
時
～
９
時

場
所
＝
相
生
庭
球
コ
ー
ト

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
・

通
学
す
る
高
校
生
以
上
の
人
※
高

校
生
は
保
護
者
の
送
迎
が
必
要

募
集
人
数
＝
30
人
（
先
着
順
）

費
用
＝
３
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
4
月
10
日
（
水
）
か

ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
同
セ
ン
タ

ー
へ
。

自
然
観
察
の
森
の
講
座

申
し
込
み
＝
４
月
８
日
（
月
）
午

前
９
時
か
ら
電
話
で
自
然
観
察
の

森
（
☎
65
６
９
０
１
）
へ
。
※
①

③
は
申
し
込
み
不
要
、
毎
週
火
曜

日
と
４
月
26
日
（
金
）
は
休
園

①
森
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

期
日
＝
４
月
21
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
３
時

集
合
場
所
＝
自
然
観
察
の
森

募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
）

対
象
＝
小
学
生
以
上
※
小
学
生
は

保
護
者
の
同
伴
が
必
要

持
ち
物
＝
昼
食
、
飲
み
物
な
ど

②
春
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

期
日
＝
４
月
28
日
（
日
）
、
５
月

12
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
６
時
～
８
時

集
合
場
所
＝
自
然
観
察
の
森
駐
車

場募
集
人
数
＝
各
日
30
人
（
先
着
順
）

③
み
ん
な
で
春
の
森
を
歩
こ
う

期
日
＝
５
月
３
日
（
祝
）
～
５
日

（
祝
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

集
合
場
所
＝
自
然
観
察
の
森

④
水
生
昆
虫
の
調
べ
方
講
座

期
日
＝
５
月
12
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

集
合
場
所
＝
川
内
公
民
館

募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
）

対
象
＝
中
学
生
以
上

⑤
森
と
生
き
も
の
親
子
教
室

▼
４
月
28
日
（
日
）
…
お
い
で

　
よ
！
春
の
観
察
の
森

▼
５
月
19
日
（
日
）
…
イ
モ
ム
シ

　
を
見
つ
け
て
み
よ
う
！
何
に
変

　
身
す
る
の
か
な
？

▼
６
月
16
日
（
日
）
…
水
の
中

　
の
生
き
も
の
を
「
み
つ
け
て
」

　
「
と
っ
て
」
「
さ
わ
っ
て
」
み

　
よ
う
！

▼
７
月
14
日
（
日
）
…
夏
だ
！
森

　
は
生
き
も
の
で
い
っ
ぱ
い
だ
！

▼
９
月
15
日
（
日
）
…
森
の
小
さ

　
な
宝
石
を
見
つ
け
て
み
よ
う
！

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
0
時
30

分場
所
＝
自
然
観
察
の
森

対
象
＝
小
学
生
以
上
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
で
５
回
と
も
出
席
で

き
る
人

募
集
人
数
＝
６
組
（
先
着
順
）

⑥
鳴
神
山
観
察
会

期
日
＝
5
月
11
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時

集
合
場
所
＝
自
然
観
察
の
森
駐
車

場募
集
人
数
＝
20
人
（
先
着
順
）

対
象
＝
小
学
校
4
年
生
以
上
※
小

学
生
は
保
護
者
の
同
伴
が
必
要

持
ち
物
＝
昼
食
、
飲
み
物
な
ど

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
の
講
座

　
受
講
を
希
望
す
る
人
は
詳
細
を

桐
生
市
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
＝
電
話
で
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
54
２
１
０
１)

へ
。
※
土
・

日
曜
日
を
除
く

▼
就
職
・
再
就
職
必
須
シ
リ
ー
ズ

　

（
修
了
証
及
び
就
職
支
援
付
）

期
間
＝
５
月
10
日
（
金
）
～
令
和

７
年
３
月
14
日
（
金
）

申
込
締
切
＝
４
月
24
日
（
水
）

▼
パ
ソ
コ
ン
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
サ

　

ポ
ー
ト

期
日
＝
昼
間
コ
ー
ス
…
５
月
13
日

か
ら
8
月
５
日
ま
で
の
毎
週
月
曜

日
※
7
月
15
日
を
除
く
／
夜
間
コ

ー
ス
…
５
月
９
日
か
ら
7
月
11
日

ま
で
の
毎
週
木
曜
日

申
込
締
切
＝
昼
間
コ
ー
ス
…
４
月

25
日
（
木
）
、
夜
間
コ
ー
ス
…
４

月
24
日
（
水
）

▼
ワ
ー
ド
講
座

期
日=

５
月
10
日
か
ら
７
月
12
日

ま
で
の
毎
週
金
曜
日

申
込
締
切
＝
４
月
24
日
（
水
）

桐
生
え
き
な
か
市

期
日
＝
４
月
７
日
か
ら
５
月
５
日

イ
ベ
ン
ト

ま
で
の
毎
週
日
曜
日

時
間
＝
午
前
９
時
～
11
時
30
分
※

売
り
切
れ
次
第
終
了

場
所
＝
Ｊ
Ｒ
桐
生
駅
南
口

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課
（
☎

内
線
３
６
６
）

図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト

▼
み
ん
な
あ
つ
ま
れ　

あ
お
ぞ
ら

　

お
は
な
し
会

期
日
＝
①
4
月
13
日
（
土
）
②
4

月
18
日
（
木
）
③
4
月
27
日
（
土
）

時
間
＝
①
③
午
前
11
時
か
ら
30
分

程
度
②
午
前
10
時
30
分
か
ら
30
分

程
度

場
所
＝
新
川
公
園
（
芝
生
広
場
）

雨
天
時
＝
図
書
館
絵
本
コ
ー
ナ
ー

▼
え
ほ
ん
は
と
も
だ
ち　

図
書
館

　

お
は
な
し
会

期
日
＝
4
月
13
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
11
時
か
ら
30
分
程
度

場
所
＝
新
里
図
書
館
お
話
の
部
屋

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎
47
４

３
４
１
）

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」

特
別
イ
ベ
ン
ト

　
4
月
23
日
（
火
）
の
「
子
ど
も

読
書
の
日
」
と
4
月
23
日
（
火
）

～
5
月
12
日
（
日
）
の
「
こ
ど
も

読
書
週
間
」
に
ち
な
み
、
イ
ベ
ン

ト
を
行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
図

書
館
（
☎
47
４
３
４
１
）
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
４
月
27
日
（
土
）
・
28
日
（
日
）

　

…
①
ブ
ッ
ク
こ
い
の
ぼ
り
を
作
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人口と世帯（２月 29日現在）

人口 102,655人 （ －151人）

男 49,561人 （ －83人）

女 53,094人 （ －68人）

世帯 49,322世帯 （＋８世帯）

（ ）内は前月比

　
ろ
う
②
本
の
福
袋
貸
し
出
し

▼
５
月
５
日
（
祝
）
…
み
ん
な
あ

　
つ
ま
れ　
あ
お
ぞ
ら
お
は
な
し

　
会
「
こ
ど
も
の
日
ス
ペ
シ
ャ
ル
」

▼
５
月
11
日
（
土
）
…
ミ
ッ
シ
ョ

　
ン
！
本
を
探
し
て
借
り
よ
う

桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

期
日
＝
４
月
20
日
（
土
）
、
５
月

４
日
（
祝
）

時
間
＝
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
※
一
日
５
回
上
演

場
所
＝
桐
生
か
ら
く
り
人
形
芝
居

館
（
有
鄰
館
内
）

問
い
合
わ
せ
＝
観
光
交
流
課
（
☎

内
線
３
６
６
）

第
86
回
市
民
植
木
市

期
日
＝
４
月
13
日
（
土
）
・
14
日

（
日
）

時
間
＝
午
前
９
時
～
午
後
４
時

場
所=

市
役
所
構
内
駐
車
場

▼
園
芸
・
樹
木
・
盆
栽
の
相
談

時
間
＝
両
日
午
前
９
時
～
午
後
４

時▼
苗
木
や
球
根
の
無
料
配
布

時
間
＝
両
日
①
午
前
10
時
②
午
後

２
時
※
各
回
配
布
数
に
限
り
あ
り

対
象
＝
中
学
生
以
上

問
い
合
わ
せ
＝
公
園
緑
地
課
（
☎

内
線
７
６
５
）

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

時
間
＝
午
後
２
時
～
２
時
40
分
※

開
始
10
分
前
ま
で
に
入
場

場
所
＝
中
央
公
民
館
プ
ラ
ネ
タ
リ

ウ
ム
室

募
集
人
数
＝
各
日
50
人
（
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎
47
４

３
４
１
）

▼
定
時
投
影

期
日
＝
４
月
13
日
（
土
）
・
14
日

（
日
）
・
27
日
（
土
）
・
28
日

（
日
）

申
し
込
み
＝
当
日
、
午
前
９
時
か

ら
入
場
券
を
図
書
館
１
階
カ
ウ
ン

タ
ー
で
配
布
※
当
日
電
話
で
入
場

券
予
約
可
能

▼
こ
ど
も
の
日
特
別
投
影

期
日
＝
５
月
５
日
（
祝
）

申
し
込
み
＝
４
月
12
日
（
金
）
午

前
９
時
か
ら
、
直
接
ま
た
は
電
話

で
図
書
館
１
階
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
。

ア
ー
ス
ケ
ア
桐
生
が
岡
遊

園
地
の
イ
ベ
ン
ト

　
詳
し
く
は
、
遊
園
地
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
４
月
13
日
（
土
）
…
渡
良
瀬
ラ

　
イ
ブ
サ
ー
ク
ル　
弾
き
語
り
ラ

　
イ
ブ
※
雨
天
中
止

▼
４
月
20
日
（
土
）
…
カ
ブ
ト
ム

　
シ
の
サ
ナ
ギ
プ
レ
ゼ
ン
ト
※
要

　
予
約
、
雨
天
決
行

▼
４
月
21
日
（
日
）
…
チ
ェ
ロ
と

　
ピ
ア
ノ
の
コ
ン
サ
ー
ト
“
桜
の

　
回
”
※
雨
天
中
止

▼
４
月
29
日
（
祝
）
…
千
紫
万
紅

　

＆
Ｅ
‐
Ｂボ
ッ
ク
ス

Ｏ
Ｘ　

ダ
ン
ス
パ

　
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
※
雨
天
中
止

問
い
合
わ
せ
＝
ア
ー
ス
ケ
ア
桐
生

が
岡
遊
園
地
（
☎
22
７
５
８
０
）

第
54
回
市
民
コ
ン
サ
ー
ト

　
馬
頭
琴
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

期
日
＝
４
月
13
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
２
時
30
分
開
演

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル

費
用
＝
全
席
自
由
１
５
０
０
円

問
い
合
わ
せ
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化

会
館
（
☎
22
９
９
９
９
）

水
曜
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
コ
ン

サ
ー
ト
の
出
演
者
募
集

▼
少
年
少
女
特
集

期
日
＝
7
月
13
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
1
時
開
演

場
所
＝
中
央
公
民
館
市
民
ホ
ー
ル

対
象
＝
市
内
に
居
住
、
ま
た
は
近

郊
か
ら
市
内
に
通
学
す
る
小
・
中

学
生
と
高
校
生

募
集
人
数
＝
ソ
ロ
を
含
め
て
、
４

～
８
組
程
度
※
選
考
あ
り

内
容
＝
生
演
奏
に
よ
る
音
楽
全
般

費
用
＝
５
０
０
円

申
し
込
み
＝
4
月
30
日
（
火
）
ま

で
に
直
接
中
央
公
民
館
へ
。

問
い
合
わ
せ
＝
中
央
公
民
館
（
☎

47
４
３
４
３
）
※
月
曜
日
を
除
く

東
部
児
童
相
談
所
巡
回
相
談

期
日
＝
５
月
９
日
（
木
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館
（
末
広
町
）

申
し
込
み
＝
子
育
て
相
談
課
（
☎

43
２
０
０
０
）
へ
。

マ
マ
＆
パ
パ
教
室

場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

対
象
＝
令
和
6
年
7
月
、
8
月
出

産
予
定
の
妊
婦
と
夫

募
集
人
数
＝
12
組
（
先
着
順
）

持
ち
物
＝
母
子
健
康
手
帳
、
筆
記

用
具
、
健
康
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
、

バ
ス
タ
オ
ル
（
第
２
回
の
み
）

申
し
込
み
＝
各
回
の
１
週
間
前
ま

で
に
、
電
話
で
子
育
て
相
談
課

（
☎
43
２
０
０
３
）
へ
。

　
ま
た
、
下
の
二
次

元
コ
ー
ド
か
ら
電
子

申
請
も
で
き
ま
す
。

▼
第
１
回
＝
講
話
と
希
望
者
へ
の

助
産
師
個
別
相
談

期
日
＝
5
月
7
日
（
火
）

子
育
て

時
間
＝
午
後
1
時
15
分
～
5
時

▼
第
２
回
＝
も
く
浴
実
習
な
ど

期
日
＝
5
月
11
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
9
時
～
正
午

発
達
相
談
会

　
４
歳
か
ら
中
学
生
ま
で
の
発
達

に
関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

期
日
＝
５
月
13
日
（
月
）
・
20
日

（
月
）
・
23
日
（
木
）
・
30
日

（
木
）
・
31
日
（
金
）

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時場
所
＝
保
健
福
祉
会
館

申
し
込
み
＝
子
育
て
相
談
課
（
☎

43
２
０
０
０
）
へ
。

こ
ど
も
の
日
特
別
開
場

　
５
月
５
日
（
祝
）
は
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
と
キ
ノ
ピ
ー
ラ
ン
ド

を
開
場
し
ま
す
。

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
３
時
30

分問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
46
５
０
３
１
）

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

期
日
＝
4
月
17
日
（
水
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
11
時
30
分

対
象
＝
1
歳
未
満
の
子
ど
も

場
所
＝
中
央
公
民
館
４
０
３
研
修

室持
ち
物
＝
桐
生
市
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
引
換
券
と
母
子
手
帳

問
い
合
わ
せ
＝
図
書
館
（
☎
47
４

３
４
１
）
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くらしガイド
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児

童
扶
養
手
当
の
手
当
額
の

変
更

▼
児
童
扶
養
手
当
（
月
額
） 

　
４
月
分
（
５
月
定
期
支
給
）
か

ら
の
手
当
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第
１
子
＝
全
部
支
給
…
４
万
５
５

０
０
円
／
一
部
支
給
…
４
万
５
４

９
０
円
～
１
万
７
４
０
円

第
２
子
加
算
＝
全
部
支
給
…
１
万

７
５
０
円
／
一
部
支
給
…
１
万
７

４
０
円
～
５
３
８
０
円

第
３
子
以
降
加
算
＝
全
部
支
給
…

６
４
５
０
円
／
一
部
支
給
…
６
４

４
０
円
～
３
２
３
０
円

▼
特
別
児
童
扶
養
手
当
（
月
額
）

　
４
月
分
（
８
月
定
期
支
給
）
か

ら
の
手
当
額
は
次
の
と
お
り
で
す
。

１
級
…
５
万
５
３
５
０
円
／
２
級

…
３
万
６
８
６
０
円

問
い
合
わ
せ
＝
子
育
て
支
援
課

（
☎
47
１
１
５
０
）

障
が
い
者
の
福
祉
助
成
制
度

　
詳
し
い
助
成
内
容
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
福
祉
タ
ク
シ
ー
券

対
象
＝
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
２

級
、
療
育
手
帳
Ａ
判
定
、
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
い
ず

れ
か
を
持
っ
て
い
る
在
宅
の
人

健
康

▼
重
度
身
体
障
害
者
移
動
支
援

対
象
＝
身
体
障
害
者
手
帳
１
～
２

級
を
持
ち
、
一
般
交
通
の
利
用
が

困
難
な
在
宅
重
度
障
が
い
者
な
ど

▼
じ
ん
臓
機
能
障
害
者
等
通
院
交

　

通
費
助
成

対
象
＝
じ
ん
臓
機
能
障
害
の
身
体

障
害
者
手
帳
を
持
ち
、
人
工
透
析

療
法
を
受
け
て
い
る
人
な
ど

▼
福
祉
車
両
の
貸
し
出
し

対
象
＝
車
い
す
を
使
用
す
る
身
体

障
が
い
者
な
ど

▼
在
宅
重
度
心
身
障
害
児
（
者
）

　

紙
お
む
つ
等
サ
ー
ビ
ス
利
用
券

対
象
＝
３
歳
以
上
65
歳
未
満
の
在

宅
重
度
障
が
い
者
な
ど

▼
在
宅
重
度
身
体
障
害
者
等
訪
問

　

入
浴
サ
ー
ビ
ス

対
象
＝
肢
体
不
自
由
の
身
体
障
害

者
手
帳
１
～
２
級
で
入
浴
に
全
介

助
が
必
要
な
在
宅
生
活
の
人

▼
要
医
療
重
症
心
身
障
害
児
（
者
）

　

訪
問
看
護
支
援
事
業　

対
象
＝
在
宅
で
医
療
的
ケ
ア
の
必

要
な
重
症
心
身
障
が
い
児
（
者
）

を
介
護
す
る
家
庭

問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
（
☎
44
８

２
３
７
）

福
祉
医
療
費
助
成
制
度

　
重
度
障
が
い
者
な
ど
の
医
療
費

を
認
定
に
よ
り
助
成
し
ま
す
。
※

所
得
制
限
に
よ
り
認
定
に
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
医
療
保
険
課
（
☎

44
８
２
６
７
）

市
の
計
画
が
新
し
く
な
り

ま
す

　
次
の
計
画
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

健
康
長
寿
課
（
市
役
所
１
階
）
、

新
里
町
保
健
文
化
セ
ン
タ
ー
、
黒

保
根
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま

す
。

▼
元
気
織
り
な
す
桐
生
21
（
第
3

　

次
）
※
計
画
期
間
は
令
和
17
年

　
度
ま
で
の
12
年
間

▼
桐
生
市
国
民
健
康
保
険
第
３
期

　

保
健
事
業
実
施
計
画
（
デ
ー
タ

　

ヘ
ル
ス
計
画
）
・
桐
生
市
国
民

　

健
康
保
険
第
４
期
特
定
健
康
診

　

査
等
実
施
計
画
※
計
画
期
間
は

　
令
和
11
年
度
ま
で
の
6
年
間

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
長
寿
課
（
☎

44
８
２
４
７
）

市
民
体
力
測
定

期
日
＝
５
月
11
日
（
土
）

時
間
＝
午
前
８
時
50
分
～
正
午

場
所
＝
桐
生
ガ
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（
市
民
体
育
館
）

対
象
＝
市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
・

通
学
す
る
20
歳
以
上
の
人

募
集
人
数
＝
60
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
４
月
15
日
（
月
）
か

ら
５
月
２
日
（
木
）
ま
で
に
、
電

話
で
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
振
興
課

（
☎
内
線
６
９
３
）
へ
。

帯
状
疱ほ
う

疹
予
防
接
種
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す

　
保
険
医
療
機
関
を
予
約
す
る
前

に
、
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

対
象
＝
申
請
日
に
満
50
歳
以
上
で
、

桐
生
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人

ワ
ク
チ
ン
の
種
類
・
助
成
額
＝
ビ

ケ
ン
４
０
０
０
円
※
1
回
接
種
、

シ
ン
グ
リ
ッ
ク
ス
1
回
あ
た
り
１

万
円
※
2
回
接
種

申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は
電
話
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
地
域
医
療
感
染
症
対
策
室

（
市
役
所
１
階
、
☎
44
８
２
５
０
、

〒
３
７
６
‐
８
５
０
１
桐
生
市
役

所
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
45
２
９
４
０
、

chiikiiryo@
city.kiryu.lg.jp

）

へ
。
申
請
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
。
申
請
後
、
市
が

発
行
す
る
予
診
票
を
持
っ
て
、
保

険
医
療
機
関
で
接
種
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
＝
地
域
医
療
感
染
症

対
策
室
（
☎
44
８
２
５
０
）

身
体
障
害
者
等
奨
学
助
成
金

対
象=

次
の
全
て
に
該
当
す
る
人

①
自
身
が
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

　
か
ら
４
級
の
い
ず
れ
か
を
持
っ

　
て
い
る
、
ま
た
は
両
親
の
い
ず

　
れ
か
が
身
体
障
害
者
手
帳
１
級

　
も
し
く
は
２
級
を
持
っ
て
い
る

②
市
内
に
住
所
を
有
し
て
い
る

③
高
校
、
高
等
専
門
学
校
、
大
学
、

　
専
修
学
校
、
各
種
学
校
、
特
別

　
支
援
学
校
高
等
部
に
在
学
し
て

　
い
る

申
し
込
み=

５
月
31
日
（
金
）
ま

で
に
、
在
学
証
明
書
（
発
行
日
が

４
月
１
日
以
降
の
も
の
）
、
身
体

障
害
者
手
帳
、
預
金
通
帳
を
持
っ

て
、
申
請
書
を
福
祉
課
（
市
役
所

１
階
）
へ
。
申
請
用
紙
は
、
同
課

に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ=

福
祉
課
（
☎
44
８

２
３
７
）

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

　
予
防
接
種
を
受
け
る
と
き
に
は
、

市
が
発
行
す
る
予
診
票
を
持
っ
て
、

予
約
し
た
保
険
医
療
機
関
で
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

期
間
＝
４
月
１
日
（
月
）
～
令
和

７
年
３
月
31
日
（
月
）

▼
定
期
接
種

対
象
＝
①
接
種
日
に
65
歳
の
人
※

65
歳
に
な
っ
た
翌
月
に
予
診
票
を

郵
送
し
ま
す
（
令
和
5
年
度
定
期

接
種
予
診
票
が
郵
送
さ
れ
て
い
る

65
歳
の
人
は
、
お
手
元
に
あ
る
予

診
票
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
）
。

②
接
種
日
に
60
歳
以
上
65
歳
未
満

で
、
心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
疾
患
・

免
疫
不
全
の
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
を
持
つ
人
※
５
月
に
予
診
票
を

郵
送
し
ま
す
。

費
用
＝
２
０
０
０
円
※
生
活
保
護

世
帯
の
人
は
申
し
出
に
よ
り
無
料

場
所
＝
桐
生
市
医
師
会
に
登
録
し

シ
ニ
ア
世
代
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た
接
種
医
の
い
る
協
力
保
険
医
療

機
関
と
群
馬
県
内
相
互
乗
り
入
れ

予
防
接
種
協
力
保
険
医
療
機
関

申
し
込
み
＝
電
話
で
希
望
す
る
保

険
医
療
機
関
へ
。

▼
任
意
接
種
一
部
助
成

対
象
＝
接
種
日
に
住
民
基
本
台
帳

に
記
載
さ
れ
、
満
66
歳
以
上
で
、

過
去
に
23
価
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
人

費
用
＝
接
種
費
用
か
ら
２
０
０
０

円
を
差
し
引
い
た
額
※
接
種
費
用

は
保
険
医
療
機
関
に
よ
り
異
な
り

ま
す

場
所
＝
桐
生
市
医
師
会
に
登
録
し

た
接
種
医
の
い
る
協
力
保
険
医
療

機
関

申
し
込
み
＝
直
接
ま
た
は
電
話
、

郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
Ｅ
メ
ー

ル
で
、
地
域
医
療
感
染
症
対
策
室

（
市
役
所
１
階
、
☎
44
８
２
５
０
、

〒
３
７
６
‐
８
５
０
１
桐
生
市
役

所
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
45
２
９
４
０
、

chiikiiryo@
city.kiryu.lg.jp

）

へ
。
申
請
用
紙
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
地
域
医
療
感
染
症

対
策
室
（
☎
44
８
２
５
０
）

高
齢
者
の
福
祉
助
成
制
度

　
詳
し
い
助
成
内
容
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
無
料
入

浴
券

対
象
＝
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
人

▼
鍼
し
ん
き
ゅ
う灸
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス

　

受
療
券

対
象
＝
70
歳
以
上
の
人

▼
住
宅
改
造
補
修
費
補
助

対
象
＝
60
歳
以
上
の
み
の
非
課
税

世
帯

▼
緊
急
通
報
装
置
貸
与
事
業

対
象
＝
65
歳
以
上
の
要
支
援
・
要

介
護
認
定
者
の
み
の
世
帯

※
対
象
外
の
65
歳
以
上
の
人
は
自

己
負
担
で
設
置
可
能

▼
「
食
」
の
自
立
支
援
事
業

対
象
＝
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
、
高
齢
者
の
み
の
世
帯
ま
た
は

身
体
障
が
い
者
の
み
の
世
帯
で
、

調
理
が
困
難
な
人
か
つ
家
族
の
支

援
が
受
け
ら
れ
な
い
人

▼
在
宅
ね
た
き
り
高
齢
者
調
髪
利

用
券

対
象
＝
６
か
月
以
上
ね
た
き
り
の

65
歳
以
上
の
人

▼
在
宅
ね
た
き
り
高
齢
者
紙
お
む

つ
利
用
券

対
象
＝
65
歳
以
上
で
要
介
護
４
・

５
の
ね
た
き
り
の
人
を
６
か
月
以

上
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
同
居
の

家
族

▼
徘は
い
か
い徊
高
齢
者
探
索
シ
ス
テ
ム
費

　

用
助
成

対
象
＝
認
知
症
に
よ
る
徘
徊
の
見

ら
れ
る
65
歳
以
上
の
人
を
介
護
す

る
家
族

▼
高
齢
者
見
守
り
シ
ス
テ
ム
利
用

支
援
事
業

対
象
＝
65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら

し
の
人

問
い
合
わ
せ
＝
健
康
長
寿
課
（
☎

44
８
２
１
５
）

関
連
団
体
か
ら
の

お
知
ら
せ

●
ア
ー
ス
デ
イ
in
桐
生
２
０
２
４

期
日
＝
4
月
21
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
3
時

場
所
＝
群
馬
大
学
桐
生
キ
ャ
ン
パ

ス問
い
合
わ
せ
＝
ア
ー
ス
デ
イ
in
桐

生
事
務
局
（
☎
０
７
０
‐
６
５
２

１
‐
６
９
５
０
）

●
新
里
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
（
桜
ま

つ
り
）

期
日
＝
４
月
７
日
（
日
）

時
間
＝
午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
所
＝
新
里
サ
ッ
カ
ー
場

問
い
合
わ
せ
＝
新
里
商
工
会
（
☎

74
５
３
５
３
）

●
子
ど
も
の
た
め
の
人
権
特
設
相

談
所

期
日
＝
４
月
29
日
（
祝
）

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30

分場
所
＝
さ
く
ら
も
ー
る
（
み
ど
り

市
）

対
象
＝
児
童
、
生
徒
、
保
護
者
な

ど問
い
合
わ
せ
＝
前
橋
地
方
法
務
局

桐
生
支
局
（
☎
44
３
５
２
６
）

●
桐
生
市
合
同
企
業
説
明
会

詳
し
く
は
、
桐
生
商
工
会
議
所

（
☎
45
１
２
０
１
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

期
日
＝
4
月
24
日
（
水
）

時
間
＝
午
後
1
時
～
5
時

場
所
＝
美
喜
仁
桐
生
文
化
会
館
4

階
ス
カ
イ
ホ
ー
ル

●
サ
イ
エ
ン
ス
カ
フ
ェ
in
桐
生

（
大
学
連
携
事
業
）

　
群
馬
大
学
名
誉
教
授
の
大
澤
研

二
さ
ん
に
よ
る
「
科
学
的
と
は
：

批
判
的
思
考
の
す
す
め
」
と
題
し

た
お
話
で
す
。

期
日
＝
４
月
13
日
（
土
）

時
間
＝
午
後
３
時
～
４
時
30
分

場
所
＝
プ
ラ
ス
ア
ン
カ
ー
（
本
町

六
丁
目
）

費
用
＝
１
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
電
話
で
プ
ラ
ス
ア
ン

カ
ー
（
☎
０
８
０
‐
１
１
５
２
‐

０
０
８
３
）
へ
。

●
大
川
美
術
館
企
画
展
「T

ザ

he

日

本
・
画
‐
大
川
美
術
館
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
を
中
心
に
」

詳
し
く
は
、
大
川
美
術
館
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

期
間
＝
４
月
27
日
（
土
）
～
６
月

30
日
（
日
）
※
月
曜
日
休
館

問
い
合
わ
せ
＝
大
川
美
術
館
（
☎

46
３
３
０
０
）

●
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
と
蓄

電
池
の
共
同
購
入
者
の
募
集

詳
し
く
は
、
専
用

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限
＝
9
月
3
日
（
火
）

問
い
合
わ
せ
＝
群
馬
県
み
ん
な
の

お
う
ち
に
太
陽
光
事
務
局
（
☎
０

１
２
０
‐
６
９
８
‐
３
０
０
）

●
“
織
都
桐
生
”
案
内
人
の
会
設

立
10
周
年
記
念
企
画
ツ
ア
ー

▼
桐
生
の
江
戸
商
人
を
探
る

期
日
＝
５
月
11
日
（
土
）

時
間
＝
①
午
前
11
時
～
正
午
②
午

後
２
時
～
３
時

集
合
場
所
＝
有
鄰
館

募
集
人
数
＝
各
回
30
人
（
先
着
順
）

申
し
込
み
＝
4
月
22
日
（
月
）
か

ら
電
話
（
午
前
10
時
～
午
後
5
時
）

で
（
一
社
）
桐
生
市
観
光
物
産
協

会
「
シ
ル
ク
ル
桐
生
」
（
☎
32
４

５
５
５
）
へ
。

●
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す

桐
生
厚
生
総
合
病
院
は
昭
和
９

年
２
月
11
日
に
桐
生
市
諏
訪
町

（
現
東
一
丁
目
）
に
発
足
し
、
令

和
６
年
で
90
年
の
節
目
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
広
く
住
民
か
ら
親
し

ま
れ
る
よ
う
な
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
募

集
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
同
病
院

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
厚
生
総
合
病

院
（
☎
44
７
１
７
４
）

●
が
ん
患
者
サ
ロ
ン
「
サ
ロ
ン
あ

お
ぞ
ら
」

詳
し
く
は
、
桐
生
厚
生
総
合
病

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

期
日
＝
5
月
10
日
（
金
）

時
間
＝
午
後
２
時
～
３
時

場
所
＝
桐
生
厚
生
総
合
病
院
２
階

講
堂

問
い
合
わ
せ
＝
桐
生
厚
生
総
合
病

院
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
44
７

１
６
５
）

イ
ン



くらしの便利ガイド
各�種�相�談�案�内

相談・内容 期日・時間 場所 問い合わせ

市民相談
（日常生活全般の相談） 月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後４時 市民相談室（市役所２階）

市民相談室（☎内線355・503）
※電話相談可

無料法律相談
（弁護士による相談）
対象＝桐生市在住の人
募集人数＝各日６人（予
約順）

木曜日（祝日を除く）午前10時～正午※相談
日の２週間前から直接または電話で要予約
（午前９時～午後５時）

市民相談室（市役所２階）市民相談室（☎内線355・503）

５月14日（火）午前10時～正午※相談日の２
週間前から直接または電話で要予約（午前
９時～午後５時）

新里総合センター３階
新里支所市民生活課
（☎74‐2212）

人権相談
（人権侵害や差別などに
関する相談）

行政相談
（行政全般に関する相談
と問題解決のお手伝い）

【人権相談のみ】４月９日（火）・23日（火）
午後１時30分～３時30分

市民相談室（市役所２階）地域づくり課（☎内線317）

５月１日（水）午前９時30分～11時30分 新里総合センター３階
新里支所市民生活課
（☎74‐2212）

４月22日（月）午前９時～11時 黒保根支所２階
黒保根支所市民生活課
（☎96‐2111）

【「出張」行政相談】
４月16日（火）午後１時30分～３時30分 中央公民館４階401研修室 市民相談情報課（☎内線472）

消費生活相談
（消費生活に関する相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後４時

桐生市消費生活センター（保健福祉会館４階）
（☎40‐1112）

労働相談
（職場に関する相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前９時～午後５時15分

ぐんま県民労働相談センター（☎0120‐54‐6010）

ぐんま若者サポート
ステーション出張相談
（働くことに関する相談）

４月17日（水）午前10時～午後４時
※要予約（火～金曜日、第２・４土曜日の午
前10時～午後６時）
※対象は15歳～49歳の無業の人とその家族

勤労福祉会館３階
ぐんま若者サポートステーシ
ョン東毛常設サテライト
（☎0276‐57‐8222）

子ども・子育て総合相談
（子育て世帯・子ども・青
少年からの相談）

月～金曜日（祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

保健福祉会館１階 子育て相談課（☎43‐2000）、
子どもすこやかホットライン
（☎0120‐10‐7867）土・日曜日（祝日を除く）午前10時～午後４時 保健福祉会館３階

児童虐待通報
（児童虐待と思ったら） 24時間対応

群馬県東部児童相談所（☎0276‐57‐6111）
児童相談所全国共通ダイヤル（☎189「いち・はや・く」）

※福祉、介護、教育、育児などの相談には、それぞれの担当課で応じています。
※土、日、祝日、年末年始は、群馬県東部児童相談所を除き、各相談業務、予約の受け付けとも行っていません。

乳幼児の
健康診査など

行事 期日 対象 場所

３か月児健康診査 ５/８（水）令和６年１月１日～２月７日生まれ

保健福祉会館
（末広町）

10か月児健康診査 ５/15（水）令和５年６月21日～７月23日生まれ

１歳６か月児健康診査 ５/30（木）令和４年10月６日～11月10日生まれ

２歳児歯科健康診査 ５/29（水）令和３年11月１日～12月18日生まれ

３歳児健康診査 ５/17（金）令和２年10月30日～11月18日生まれ

育児相談 ５/23（木）小学校入学前のお子さんと保護者※要予約

すこやか栄養相談 随時 妊婦または子育て中の人

もぐもぐ離乳食 ５/22（水）生後４～５か月のお子さんと保護者※要予約

ステップアップ！離乳食 ５/23（木）生後７～８か月のお子さんと保護者※要予約

３か月児健康診査 ５/16（木）令和６年１月10日～２月10日生まれ 新里町保健
文化センター10か月児健康診査 ５/16（木）令和５年６月30日～７月25日生まれ

　対象者には受付時間を
記載した通知を送付しま
すので、ご確認ください。
　詳しくは、市ホーム
ページや桐生ふれあい
メールをご確認くださ
い。
問い合わせ＝子育て相談
課（☎ 43 ‐ 2003、43 ‐
2009）

広報きりゅう令和６年４月号 22



広
告

※受診の際は各病医院などに事前にお問い合わせください。
休日当番医・接骨院は変更になる場合があります。
※昼の休診時間などは医院により異なる場合があります。

救急病院案内テレホン ☎22‐0099（24時間対応）

 休日緊急歯科診療所  ☎ 45 ｰ 1397
期日＝日曜日、祝日、年末年始
時間＝午前 10 時～午後２時 30 分

※受診の際は、事前にご連絡ください。
場所＝桐生市歯科医師会館（堤町三丁目３‐２、
　　　赤岩橋堤町側交差点付近）

 平日夜間急病診療所  ☎ 47 ｰ 2501
期日 =月～土曜日（祝日を除く）
時間 =午後 7時 30 分～ 10 時 30 分
診療科目 =内科、小児科
場所 =桐生メディカルセンター 1階（元宿町）

４・５月　休日当番医   時間：午前９時～午後６時
期日 診療科目 病医院（電話番号） 場所

４月７日
（日）

児・皮膚科 しむらクリニック（52 ‐ 5253） 相生町一丁目
内科 木村クリニック（44 ‐ 7781） 本町四丁目
内科 わたらせリバーサイドクリニック（53 ‐ 3166）相生町一丁目

14 日
（日）

児・耳鼻咽喉科 おりひめ医院（47 ‐ 1248） 織姫町
内科 下山医院分院（74 ‐ 3320） 新里町新川
産婦・内科 たかのす診療所（65 ‐ 9229） 川内町二丁目

21 日
（日）

精・神・内・小児科 岸病院（54 ‐ 8949） 相生町二丁目
内科 五十嵐内科医院（22 ‐ 7043） 本町二丁目
内科 さいとう内科クリニック（47 ‐ 7770）みどり市笠懸町

28 日
（日）

内・小児科 武井内科医院（53 ‐ 6060） 広沢町一丁目
内科 大澤医院（52 ‐ 3312） 相生町二丁目
内・形成外科 関内科医院（73 ‐ 2022） みどり市大間々町

29 日
（祝）

内・小児科 小保方医院（72 ‐ 2505） みどり市大間々町
内科 藤井内科医院（44 ‐ 8897） 境野町六丁目
産婦人科 岩宿クリニック（46 ‐ 7200） みどり市笠懸町

５月３日
（祝）

内・小児科 新宿医院（44 ‐ 5930） 新宿一丁目
内科 日新病院（30 ‐ 3660） 菱町三丁目
婦人科 島村京子クリニック（55 ‐ 6611）相生町一丁目

４日
（祝）

内・児・循・消・呼吸器科 星野クリニック（44 ‐ 1125） 小曾根町
外・内科 細野医院（74 ‐ 2300） 新里町新川
整形外科 桐生整形外科病院（40 ‐ 2600） 相生町一丁目

５日
（祝）

内・小児科 前川内科医院（53 ‐ 4114） 相生町二丁目
内科 篠原クリニック（52 ‐ 6750） 相生町三丁目
耳鼻咽喉科 さくら耳鼻咽喉科（76 ‐ 1133） みどり市笠懸町

６日
（振休）

内・循・小児科 寺田内科小児科医院（77 ‐ 1100）みどり市笠懸町
内科 菊地医院（45 ‐ 2883） 琴平町
内・外・循環器科 高木病院（53 ‐ 7711） 相生町五丁目

４・５月　休日当番接骨院
時間：午前９時～午後３時
※接骨院により時間を延長する場合があります。
期日 接骨院（電話番号） 場所

４月７日
（日）

かしわせ接骨院（43‐6571）本町三丁目
NARI接骨院（76‐5005） みどり市笠懸町

14 日
（日）

周藤接骨院（44‐5827） 境野町二丁目
髙柳接骨院（72‐2082） みどり市大間々町

21 日
（日）

てらうち本町接骨院（46‐9344）本町六丁目
くぼづか接骨院（77‐2112）みどり市笠懸町

28 日
（日）

さいとう接骨院（43‐8574）新宿一丁目
ながや接骨院（74‐5938）新里町新川

29 日
（祝）

ほしの接骨院（76‐7042） みどり市笠懸町
中里接骨院（52‐6336） 広沢町一丁目

５月３日
（祝）

鈴木接骨院（46‐3741） 新宿一丁目
吉田接骨院（52‐0606） 相生町二丁目

４日
（祝）

武藤接骨院（22‐4667） 宮前町一丁目
アース接骨院（51‐4276）みどり市笠懸町

５日
（祝）

清水接骨院（47‐6386） 広沢町一丁目
なかじま接骨院（73‐6902）みどり市大間々町

６日
（振休）

中島鍼灸接骨院（43‐4117）仲町二丁目
高橋接骨院（52‐0846） 広沢町五丁目

市役所・支所業務時間 休日窓口　時間＝午前９時～午後１時

場所
期日 市役所 新里支所

４月 ７日（日）住基・戸籍・マイナンバー・パスポート 住基・戸籍・マイナンバー

４月21日（日）住基・戸籍・パスポート －

５月 ５日（祝） 祝日のため実施しません。

住基＝住民基本台帳

時間＝午前８時30分～午後５時15分
休業日＝土、日、祝日、年末年始
※�住基・戸籍（一部業務を除く）は、市役
所は水曜日のみ午後７時まで

※�パスポート：午前９時～午後４時30分
※�マイナンバー：午前９時～午後５時15分
（市役所は、水曜日のみ午後７時まで）
問い合わせ＝市民課（☎内線243・245）

23 桐生市役所（☎0277‐ 46‐ 1111）
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ビックタス セラちゃん
10 か月

（梅田町一丁目）

森
もりした

下 永
えいせい

誠ちゃん
２歳９か月

（新里町山上）

森
もりした

下 哲
てっせい

誠ちゃん
２歳９か月

（新里町山上）

パチリいい顔 桐生っ子
　市内に居住する３歳まで（申し込
み時）の桐生っ子を募集します。
申し込み ＝ Ｅメール （miryoku@
city.kiryu.lg.jp）にお子さんの氏名
（ふりがな）、生年月日、住所、保
護者氏名、電話番号を記入し、お子
さんの画像データを添付のうえ、魅
力発信課（☎内線505）へ。

動
物
園

動
物
園

よ
も
や
ま
ば
な
し

よ
も
や
ま
ば
な
し

ニ
ホ
ン
ザ
ル
・

ニ
ホ
ン
ザ
ル
・
猛猛も
う
き
ん

も
う
き
ん禽禽
類
担
当

類
担
当

飛飛ひ

だ

ひ

だ弾弾
な
つ
み
技
術
員

な
つ
み
技
術
員

①①

動
物
園
に
い
る
動
物
、
野
生
に
い
る
動
物
動
物

　

い
き
な
り
で
す
が
、
み
な
さ

ん
は
普
段
野
生
動
物
を
見
つ
け

た
ら
よ
く
観
察
し
ま
す
か
？

　

小
さ
な
虫
な
ら
ま
だ
し
も
、

日
常
で
野
生
の
鳥
類
や
哺
乳
類

を
ゆ
っ
く
り
観
察
す
る
機
会
は

あ
り
ま
せ
ん
ね
。
例
え
ば
、
散

歩
中
に
ニ
ホ
ン
ザ
ル
に
遭
遇

し
、
そ
の
ま
ま
じ
っ
く
り
観
察

す
る
な
ん
て
こ
と
は
危
険
な
行

為
で
す
。
普
段
、
野
生
動
物
は

危
険
か
ら
身
を
守
る
た
め
隠
れ

て
暮
ら
し
て
い
る
、
あ
る
い
は

生
活
す
る
環
境
や
時
間
帯
が
人

間
と
は
違
い
、
目
に
す
る
機
会

そ
の
も
の
が
な
い
動
物
も
多
く

い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
が
働
い
て
い
る
動

物
園
と
い
う
場
で
は
ど
う
で
し

ょ
う
。
私
た
ち
飼
育
員
は
、
動

物
を
間
近
で
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
、
鳴
き
声
や
に
お
い
を
感

じ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
ま

た
、
日
本
以
外
に
生
息
す
る
希

少
な
動
物
に
会
う
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

動
物
園
と
い
う
場
所
は
野
生

や
自
然
環
境
と
は
異
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
う
か
け
離

れ
て
い
る
も
の
で
は
な
く
野
生

や
自
然
環
境
が
あ
っ
て
、
動
物

園
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

動
物
園
は
全
国
津
々
浦
々
に

あ
り
、
足
を
運
ぶ
理
由
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
が
、
私
が
働
い
て
い

る
桐
生
が
岡
動
物
園
に
来
て
く

れ
た
み
な
さ
ん
が
動
物
た
ち
を

ゆ
っ
く
り
観
察
し
、
生
息
地
や

生
態
に
つ
い
て
も
っ
と
知
り
た

い
と
思
っ
て
も
ら
え
た
ら
、
と

て
も
う
れ
し
い
で
す
。

　

み
な
さ
ん
が
何
度
も
動
物
園

に
足
を
運
び
、
今
よ
り
も
さ
ら

に
動
物
に
つ
い
て
興
味
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
私

た
ち
職
員
も
日
々
努
力
い
た
し

ま
す
！

問
い
合
わ
せ
＝
未
来
へ
は
ば
た

け
山
田
製
作
所
桐
生
が
岡
動
物

園
（
☎
22
４
４
４
２
）

ニホンザルの「ユズル」ニホンザルの「ユズル」

ハヤブサの「秀吉」ハヤブサの「秀吉」

トラフズクのトラフズクの
 「ヘーゼル」 「ヘーゼル」

広
告




